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雪の武甲山　公募作品 撮影：島﨑直助さん（寺尾）
　酷暑だった夏も、12月には山々が白一色に染ま
るなど季節が追いついた年末となりました。新年
号は、年に一度のカラー表紙ですが、雪を抱く武
甲山とフレームで使う新緑の武甲山との競演が絶
妙な写真となりました。希望に満ちた新年を祈念
するとともに、早くも春を待ちわびる面持ちです。
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市の人口／69,089人（－90人）
　　　男／33,745人（－57人）
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　　　　　  ～外国人登録を含む～



新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
新
春
を
穏
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
市
長
に
就
任
し
て
３
年
目
と
な
る
今
年
は
、
こ
れ
ま

で
の
ホ
ッ
プ
、ス
テ
ッ
プ
を
踏
ま
え
、
ジ
ャ
ン
プ
の
年
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
感
じ
て
お
り
、
昨
年
に
も
増
し
て
強
い
責

任
感
を
持
っ
て
市
政
経
営
の
舵
取
り
に
邁ま
い
し
ん進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、小
惑
星
探
査
機
は
や
ぶ
さ
の
地
球
へ
の
帰
還
、サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
代
表
の
活
躍
、
東
京
国
際
空
港
新

国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
供
用
開
始
や
日
本
人
お
二
人
が
ノ
ー
ベ
ル

化
学
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
国
内
経
済
、
と
り
わ
け
消
費
を
取
り
巻
く
状
況
は

厳
し
く
、需
要
が
低
迷
す
る
中
、供
給
側
が
コ
ス
ト
削
減
を
図
っ

て
も
値
下
げ
競
争
に
な
る
ば
か
り
で
デ
フ
レ
状
態
か
ら
脱
却
で

き
ず
、
依
然
と
し
て
景
気
が
回
復
し
た
と
は
言
え
な
い
状
態
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
は
昨
年
３
月
に
埼
玉
県
か
ら
「
環
境

み
ら
い
都
市
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
荒
川
の
源
流

地
域
で
あ
る
本
市
の
森
林
や
水
環
境
保
全
の
取
り
組
み
が
、
県

内
他
地
域
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
お
り
、
地
域
特
性
を
生
か
し

た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
を
地
域
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
、

産
業
へ
と
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
官
民
一
体
の
積
極
的
な

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
現
政
権
の
目
玉
政
策
と
し
て
、
地
域
の
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
把
握
し
、
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
で
地
域
の

活
性
化
を
図
り
、
分
散
自
立
型
・
地
産
地
消
型
社
会
、
地
域
の

自
給
力
と
創
富
力
を
高
め
、
地
域
主
権
型
社
会
へ
の
転
換
を
目

指
す
「
緑
の
分
権
改
革
」
が
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
３
月
に
国
か

ら
そ
の
推
進
自
治
体
と
し
て
委
託
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
、
林

家
、
森
林
組
合
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
専
門
機
関
等
と
連
携

し
、
森
林
資
源
の
調
査
、
燃
料
供
給
か
ら
公
共
施
設
な
ど
で
の

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
ま
で
、
市
民
参
加
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
地
産
地
消
シ
ス
テ
ム
の
実
証
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
は
面
積
の
87
％
が
森
林
で
す
が
、
林
業
は
未
だ
低
迷

し
て
お
り
、
間
伐
は
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
課
題

も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民
参
加
の
も
と
で
森
林
施
業
を
通

し
て
の
雇
用
創
出
と
二
酸
化
炭
素
吸
収
や
水
源
涵か
ん
よ
う養

、
土
砂
災

害
防
止
等
の
環
境
施
策
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
当
面
は
昨
年
と
同
様
に
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、「
身
の
丈
に
あ
っ
た
自
治
体
規
模
へ
の
転

換
」
を
目
指
し
、
事
業
の
公
共
性
、
必
要
性
、
優
先
度
等
を
総

合
的
に
勘
案
し
、重
点
事
業
を
的
確
に
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
私
が
就
任
時
か
ら
掲
げ
て
い
る
「
安
心
で
き
る
医
療
と

福
祉
の
実
現
」、「
人
間
力
と
基
礎
学
力
を
養
う
教
育
の
実
現
」、

「
環
境
と
経
済
の
共
生
の
実
現
」、「
効
率
的
で
信
頼
さ
れ
る
行
政

の
実
現
」
を
経
営
方
針
の
柱
と
し
て
、「
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア

の
実
践
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」、「
山
を
蘇
ら
せ

る
仕
組
み
づ
く
り
の
構
築
」、「
観
光
資
源
と
機
構
の
充
実
」
を

最
重
点
施
策
と
し
て
強
力
に
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

設
立
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
「（
仮
称
）ふ
る
さ
と
学
習
セ
ン

タ
ー
」
は
、
合
併
特
例
債
を
前
提
と
し
て
、
市
民
会
館
、
市
役

所
本
庁
舎
等
の
老
朽
化
対
策
、
旧
秩
父
セ
メ
ン
ト
工
場
跡
地
の

活
用
な
ど
を
想
定
し
た
50
年
に
一
度
の
大
事
業
で
あ
る
と
考
え
、

懇
話
会
や
ふ
ら
っ
と
ト
ー
ク
な
ど
で
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を

伺
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
、
議
会
と
も
協
議
を
重
ね
な
が

ら
、市
の
方
針
を
ま
と
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
市
政
に
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

秩
父
市
長　

久
喜　

邦
康

2011年１月



　

市
で
は
、（
仮
称
）秩
父
市
ふ
る
さ
と
学
習
セ
ン
タ
ー
建
設
懇
話
会
を
設
置
し
、

昨
年
９
月
末
か
ら
８
回
に
わ
た
り
、
市
民
会
館
や
市
役
所
本
庁
舎
の
老
朽
化
対

策
、
公
共
施
設
の
再
配
置
、
旧
秩
父
セ
メ
ン
ト
第
一
工
場
跡
地
等
の
将
来
に
つ

い
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
懇
話
会
と
し
て
の
意
見
が
ま
と
ま
り
、
11
月
30
日
に
久
喜
市
長

へ
提
言
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

（仮称）

ふるさと学習センター
の設立に向けて
市民会館・市役所本庁舎等の

将来について提言書が提出される

　

今
後
、
市
で
は
、
こ
の
提
言
書
の
意

見
を
参
考
に
し
、
市
議
会
や
施
設
利
用

団
体
の
意
向
な
ど
を
踏
ま
え
、
ま
た
、

広
聴
制
度
を
フ
ル
に
活
用
し
、
こ
の
一

大
事
業
に
関
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
聴
き
し
な
が
ら
、
市
と
し
て

の
方
針
を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
、
提
言
書
を
提
出
し
た
懇
話
会

は
、一
般
公
募
に
よ
る
市
民
の
方
５
人
、

各
種
団
体
の
代
表
者
６
人
、
建
築
の
専

門
家
な
ど
の
有
識
者
５
人
、
そ
れ
に
市

職
員
４
人
の
合
計
20
人
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
８
回
に
わ
た
る
会
議
に
お

い
て
は
、
市
民
会
館
や
本
庁
舎
の
老
朽

化
対
策
、
公
共
施
設
の
再
配
置
、
旧
秩

父
セ
メ
ン
ト
第
一
工
場
跡
地
の
活
性
化

な
ど
を
総
合
的
に
「
ふ
る
さ
と
学
習
セ

ン
タ
ー
の
設
立
」
と
位
置
づ
け
て
話
し

合
い
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

建
設
に
関
す
る
必
要
性
、建
設
場
所
、

基
本
的
な
機
能
、
規
模
等
を
検
討
し
、

市
民
生
活
者
の
目
線
に
立
ち
な
が
ら
活

発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

問
ふ
る
さ
と
学
習
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
室

　

☎
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fgc@
city.ch

ich
ib
u
.lg.jp

提
言
書
の
要
旨

懇
話
会
の
活
動

報告 懇話会としての「提言書」提出まで

● 第４回（10月26日開催）

● 第５回（11月２日開催）

● 第６回（11月９日開催）

● 県内先進地事例視察（11月24日）

● 第７回（11月16日開催）

● 第８回（11月30日開催）

　市民会館と本庁舎の整備方法と課題に
ついて協議

　公共施設の再配置と建設地について協議

　中間報告の作成と、公共施設の建設規
模、機能について協議

　東松山市民文化センター、熊谷会館を視察

◆中間報告書提出（11月９日）◆

◆「提言書」提出（11月30日）◆

　提言書案の作成

　提言書案の作成

※第１～３回については、市報11月号９ページを
ご覧ください。

９月末から８回の会議と視察等
が行われました

羊山から望む市民会館と市役所本庁舎

懇話会としての意見をまとめて
提言書を久喜市長へ提出

旧秩父セメント第一工場跡地

◆
市
民
会
館
は
、
旧
秩
父
セ
メ
ン

ト
株
式
会
社
第
一
工
場
跡
地
に

建
設
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

◆
市
役
所
本
庁
舎
は
、
現
在
地
に

建
て
替
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い

◆
公
共
施
設
の
再
配
置
は
、
将
来

の
行
財
政
状
況
や
地
域
社
会
、

跡
地
の
有
効
活
用
方
法
な
ど
を

考
慮
し
、
引
き
続
き
慎
重
に
検

討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

市の方針

○
市
議
会

○
懇
話
会
か
ら
の
「
提
言
書
」

○
施
設
利
用
団
体
の
意
見

○ 

市
民
の
意
見

（
何
で
も
投
書
箱
や
メ
ー
ル
等
で

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。）

続続

3
市報ちちぶは、町会の皆さんのご協力で配られています。なお、市役所総合窓口、吉田・大滝・荒川総合支所、各公民館、
秩父保健センター、スポーツ健康センター、文化体育センター、吉田生涯学習センターでも配布しています



表彰受賞者表彰受賞者
ののご紹介ご紹介

　次の方々や団体の皆さんが、それ
ぞれの分野で活躍され、すばらしい
賞を受賞されました。

　

田
端
氏
は
、
太
平
洋
戦
争
で
遺
族
と

な
り
、
昭
和
61
年
か
ら
秩
父
市
遺
族
会

の
地
区
役
員
と
な
り
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
平
成
12
年
に
は
同
会
会
長
、
平
成

17
年
に
は
秩
父
市
遺
族
連
合
会
会
長
に

就
任
さ
れ
、
埼
玉
県
遺
族
連
合
会
に
お

い
て
も
平
成
７
年
に
評
議
員
、
平
成
19

年
に
は
理
事
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
以

来
24
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
戦
没
者

の
顕
彰
と
遺
族
の
処
遇
改
善
等
の
た
め
、

多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
友
氏
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
社
団
法

人
秩
父
郡
市
医
師
会
の
理
事
お
よ
び
同
副

会
長
と
し
て
、
会
の
発
展
と
地
域
医
療
の

充
実
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
保
健
衛
生
の

向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
開
業

医
と
し
て
住
民
の
健
康
維
持
・
増
進
に
努

め
ら
れ
、
秩
父
市
学
校
保
健
会
の
会
長
と

し
て
も
、
学
校
保
健
の
向
上
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
日
常
、
身
近
な
と
こ
ろ

で
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
積
極
的
な
活
動
を
地
道
に
続
け
て

い
る
個
人
や
団
体
等
に
贈
ら
れ
ま
す
。

市
内
か
ら
は
、
次
の
３
人
の
方
々
と
２

つ
の
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

●
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
つ
く
る
活
動

　

鈴
木　

英
雄 

氏
（
日
野
田
町
）
は
、 

平
成
７
年
度
か
ら
児
童
の
送
迎
を
自
主

的
に
実
施
し
、
そ
の
際
に
道
路
の
ご
み

拾
い
等
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

町
内
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
組
織
の
発
足

に
も
尽
力
さ
れ
、
現
在
も
リ
ー
ダ
ー
的

な
存
在
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
つ
く
る
活
動

　

倉
林　

昭し
ょ
う
さ
く作 

氏
（
久
那
）
は
、
ご

み
を
な
く
し
、
住
み
よ
い
地
域
を
作
る

た
め
、
平
成
９
年
か
ら
町
内
の
道
路
清

掃
等
を
毎
朝
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
の

環
境
美
化
に
も
尽
力
さ
れ
、
登
校
時
の

児
童
等
へ
の
声
か
け
運
動
に
も
協
力
し
、

防
犯
活
動
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
心
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
活
動

　

田
口　

イ
シ
子 

氏
（
中
村
町
）
は
、 

平
成
６
年
に
市
の
在
宅
福
祉
員
連
合
会

に
入
会
さ
れ
、
町
内
の
独
居
老
人
の
見

守
り
や
会
食
、
防
犯
配
食
等
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
世
代
間
交
流
事
業
や

敬
老
会
等
に
も
参
加
し
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
る
活
動
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
井
氏
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
秩
父

地
域
に
お
け
る
中
核
病
院
で
あ
る
市
立

病
院
の
看
護
師
と
し
て
、
献
身
的
に
医

療
業
務
に
従
事
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
間
、
人
材
育
成
を
通
じ
て
看
護
の
質

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
救
急
医
療

体
制
の
整
備
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

「
県
民
の
日
」
記
念
式
典

に
お
け
る
表
彰

埼
玉
県
あ
っ
た
か
子
育
て

企
業
賞
（
奨
励
賞
）

援
護
事
業
功
労
者
表
彰

県
知
事
表
彰

保
健
衛
生
功
労
表
彰

シ
ラ
コ
バ
ト
賞

田端　達夫 氏
（山田）

大友　一夫 氏
（上町）

新井 トヨ子 氏
（吉田阿熊）

連
携
な
ど
、
地
域
医
療
の
充
実
と
発
展

に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

●
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
つ
く
る
活
動

　

中
島
区
（
馬
場
健
夫
代
表
・
会
員
数

25
人
）
は
、
同
区
内
を
走
る
県
道
の
歩

道
に
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
毎
年
１
０
０

個
設
置
し
、
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
４

か
月
間
、
毎
日
の
水
や
り
を
は
じ
め
、

追
肥
、
除
草
、
咲
き
終
え
た
花
摘
み
等

の
作
業
を
行
い
、
環
境
美
化
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
郷
土
を
知
り
、
郷
土
を
想
う
活
動

　

知
知
夫
囃
子
会（
小
櫃
広
義
会
長
・
会

員
数
30
人
）は
、
郷
土
伝
統
芸
能
の
会

と
し
て
平
成
６
年
に
秩
父
社
中
原
谷
支

部
か
ら
改
名
し
て
発
足
し
、
夏
祭
り
に

笠
鉾
で
演
奏
す
る
子
ど
も
た
ち
を
指
導

し
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
な
ど
、
秩
父

の
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
事
業
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
郷
土
芸
能
の
伝
承

と
後
継
者
の
育
成
等
を
通
し
て
青
少
年

の
健
全
育
成
に
も
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
電
工
株
式
会
社
秩
父
事
業
所

（
遠
藤
哲
雄
所
長
）
で
は
、
育
児
休
業

や
短
時
間
勤
務
が
法
定
基
準
を
上
回
る

内
容
と
な
っ
て
お
り
、
男
性
の
育
児
休

業
取
得
の
実
績
も
あ
り
ま
す
。
育
児
休

業
者
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
復
帰
支
援

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
ま
た
、
育
児
情

報
等
を
提
供
す
る
な
ど
、
新
た
な
試
み

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
点
が

高
く
評
価
さ
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。
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お気軽にお越しください！

市長室市長室市長室
と　　　　き と　こ　ろ

１月26日
㈬

午前９時～10時 吉田総合支所
午前11時～11時30分 市役所本庁舎１階

２月18日
㈮

午前９時～10時 大滝総合支所
午前11時～11時30分 市役所本庁舎１階

※日程は変更される場合がありますので、ご確認ください。
問広報広聴課　☎２２－２５０５

ご寄附ありがとうございました
　次の方々から、寄附をいただきました。温かな善意に
感謝し、ご紹介します。

（平成22年11月）

◎社会福祉のために

▼ 10日、㈱松﨑住宅産業様から36,840円

▼19日、七宝愛好会｢輝｣様（神田テル子
代表）から22,304円

◎吉田小学校の教育振興のために

▼ 25日、松本太守様(下吉田)から
　200,000円

「県民の日」記念作文コンクール 「県民の日」絵画コンクール

埼玉県中学校新人体育大会
兼県民総合体育大会

中学生の税についての作文コンクール

ソフトテニス全国小学生大会県予選会
相撲・個人戦 相撲・団体戦

あっぱれ　子どもたち！あっぱれ　子どもたち！あっぱれ　子どもたち！あっぱれ　子どもたち！
　県レベル以上の大会などで高位の賞を受賞した子どもたちを紹介するコーナー。今回は、作
文や絵画コンクール、スポーツ大会で活躍した小中学生を紹介します。大人たちに負けず、市
内の子どもたちも頑張りました！

◆最優秀賞

◆県知事賞

◆優　勝（軽量級） ◆準優勝

◆埼玉県議会議長賞

◆第３位（全国大会への出場権獲得）
　～４年生以下男子の部～

宮田友香里さん
（大滝中３年）

引間稚
わか

菜
な

さん
（影森中３年）

引間羅
ら

普
ふ

さん
（影森中２年）

影森中（左から浅見弘明さん・
引間羅普さん・木村太郎さん）

髙橋彩華さん
（原谷小４年）

佐國真紀さん
（秩一中２年）

新井悠斗くん
（影森小４年）

矢内優衣さん
（秩二中３年）

題名「郷土の味を守りたい」
　応募数1,985作品の中から見事
最優秀賞に選ばれ、受賞者を代
表して作文を朗読し、上田知事
から直接賞状が贈られました。

作品
「門の向こうに」

作品
「笑顔がたくさん
ヘチマランド」

作品
「秩父札所一番
山門」

作品
「楽しいヘチマ
ランド」

　応募数72,885点の中から120点が知事賞に選ばれ、市内
の小中学校では次の４人の子どもたちが受賞されました。

題名「夢の実現」
　昨年も同コンクールで県知事
賞を受賞。２年連続での受賞と
なりました。

秩父ジュニアＳＴＣ
スポーツ少年団
（佐藤七

なな

音
ね

くん・第一小４年

（写真左）／新井颯
そう

太
た

くん 

南小４年）
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申
告
の
際
に
必
要
な
書
類

●
国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
た
方

●
介
護
保
険
料
を
納
め
た
方
の
う
ち
で

65
歳
以
上
の
方

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納
め
た
方

・
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
さ

れ
て
い
る
方
（
本
人
の
み
）

　

年
金
保
険
者
か
ら
送
付
さ
れ
る
源
泉

徴
収
票
…
１
月
下
旬
ま
で
に
送
付

・
納
入
通
知
書
で
納
付
の
方(

負
担
者)

　

各
個
人
で
保
管
さ
れ
て
い
る
領
収
書

・
口
座
振
替
で
納
付
の
方
（
負
担
者
）

　

市
か
ら
送
付
さ
れ
る
口
座
振
替
分
の

納
付
済
通
知
書
…
１
月
下
旬
に
送
付

　平成22年中に納めた国民健康保険税、介護保険料
および後期高齢者医療保険料の納付額は、所得税や
市・県民税の確定申告等で、「社会保険料控除」の一
部として使用できます。なお、申告の際には、次の
ような書類が必要となりますので、事前の準備をお
願いします。

　

な
お
、
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引

き
）
さ
れ
て
い
る
以
外
の
方
で
、
１
年

間
の
納
付
額
が
不
明
の
場
合
は
、
市
が

発
行
す
る
保
険
料
（
税
）
の
証
明
書
を

確
定
申
告
等
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
本

人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
方
（
代
理
人
の

場
合
は
委
任
状
等
が
必
要
）
が
、
次
の

窓
口
で
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
で
発
行
で
き
る
証
明
書

①
国
民
健
康
保
険
税
納
付
額
確
認
書

窓
口
収
納
課(

本
庁
舎
２
階)

　

☎
22

－

２
２
１
０

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
総
務
課

　

吉
田
☎
77

－

１
１
１
３

　

大
滝
☎
55

－

０
１
０
１

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
１

②
介
護
保
険
料
納
付
証
明
書

窓
口
高
齢
者
介
護
課(

本
庁
舎
１
階)

　

☎
25
―
５
２
０
５

※
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
持
参

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
付
証
明
書

窓
口
保
険
年
金
課(

本
庁
舎
１
階)

　

☎
25

－

５
２
０
１

※
②
・
③
は
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支

所
市
民
福
祉
課
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

（
吉
田
☎
72

－

６
０
８
２
・
大
滝
☎
55

－

０
８
６
３
・
荒
川
☎
54

－

２
３
９
５
）

①
〜
③
の
証
明
書
は
、
事
情
に
よ

り
窓
口
で
の
申
請
が
難
し
い
場
合
、

電
話
申
請
に
よ
り
ご
自
宅
へ
の
郵
送
も
可

能
で
す
が
、
発
送
は
後
日
と
な
り
ま
す
。

「障害者控除対象者認定書」を交付します

償却資産（固定資産税）の申告はお早めに！

税理士による所得税の還付申告無料相談

　身体障害者手帳などを持って
いない65歳以上の介護認定者で、
身体障がい者と同等程度の方に、
申請により「認定書」を交付し
ます。
　この認定書を持参することに
より、確定申告等の際、本人ま
たは扶養者の税金が減額になる
場合があります。
対　象　平成22年中に要支援２または要介護１か
ら５の認定を受けた65歳以上の介護認定者のうち、
身体障害者手帳、みどりの手帳（療育手帳）、精神
障害者保健福祉手帳を持っていない方
申本人または代理人の方が「介護保険被保険者証」
を持参のうえ、高齢者介護課または吉田・大滝・
荒川総合支所市民福祉課で申請してください。
問高齢者介護課☎２５－５２０５
吉田・大滝・荒川総合支所介護保険担当
　吉田☎７２－６０８２
　大滝☎５５－０８６５
　荒川☎５４－２１１６

　平成23年１月１日現在、市内に事業用資産（償却資産）
をお持ちの方は、申告が必要です。
申告期限　１月31日㈪
申告場所　資産税課、吉田・大滝・荒川総合支所総務課
※ｅ

エ ル

ＬＴ
タ ッ ク ス

ＡＸ( URL http://www.eltax.jp/)による電子申告も

できます。
申・問資産税課☎２５－６０７６
吉田・大滝・荒川総合支所総務課税務担当
　吉田☎７７－１１１３
　大滝☎５５－０１０１
　荒川☎５４－２１１５

　関東信越税理士会秩父支部では、税理士事務所において、
少額な還付申告相談および申告書の作成を無料で行います。
最寄りの税理士事務所へ事前に電話連絡のうえ、お出かけ
ください。
と　き　２月１日㈫～15日㈫
　　　　（土・日・祝日を除く）
受　付　午前９時30分～午後４時
※相談内容によっては、低額ですが有料となることもあり
ます。事前連絡の際に担当税理士にお確かめください。

問関東信越税理士会秩父支部事務局
　☎２４－７５４０

税の申告に使えます！
社会保険料控除のご案内
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平成23年度 申告受付・相談日程表平成23年度 申告受付・相談日程表
平成23年度市・県民税の申告は、表のとおり地区別に各会場で行います。
なお、申告に関するお知らせは、市報２月号に掲載します。

月　　日 申告受付対象地区 申告受付会場 受付時間

２月14日㈪ 浦山 浦山公民館 午前９時～
午後１時

２月15日㈫ 久那 久那公民館

午前９時～
午後４時

２月16日㈬ 宮本・巴・大沼・八幡
影森公民館

２月17日㈭ 旭・栄

２月18日㈮ 上山田・下山田
高篠公民館

２月21日㈪ 中山田・栃谷本・栃谷・定峰

２月22日㈫ 中寺尾・下寺尾
尾田蒔公民館

２月23日㈬ 上寺尾・蒔田・田村

２月24日㈭ 諏訪

原谷公民館２月25日㈮ 宮崎・大野原

２月28日㈪ 上黒谷・下黒谷

３月１日㈫ 太田・伊古田
大田公民館

３月２日㈬ 品沢・堀切・小柱

３月３日㈭ 日野田町・野坂町・滝の上町

伝承館５階
第１会議室

３月４日㈮ 上町

３月６日㈰ 該当日に都合のつかない方

３月７日㈪ 中町・本町・宮側町・
番場町・上野町・東町

３月８日㈫ 道生町・中村町・阿保町

３月９日㈬ 近戸町・桜木町・金室町・
永田町・柳田町

３月10日㈭ 熊木町・大畑町・上宮地町

３月11日㈮ 中宮地町・下宮地町・
相生町・別所

３月13日㈰

該当日に都合のつかない方３月14日㈪

３月15日㈫

月　　日 申告受付対象地区 申告受付会場 受付時間
２月14日㈪

～

２月18日㈮
該当日に都合のつかない方 大滝総合支所 午前９時

～午後４時

２月21日㈪ 強石区・巣場区・大血川区 強石健康元気プラザ 午前９時30分～
午後３時30分

２月22日㈫
三峰区 三峰コミュニティー

センター
午前９時30分～

11時30分

麻生区・寺井区・上中尾区 寺井区集会所 午後１時30分～
３時30分

２月23日㈬
中双里区・中津川区 中津川区集会所 午前９時30分～

11時30分

栃本区・川又区 栃本会館 午後１時30分～
３時30分

２月24日㈭
大達原区・大輪区・神岡区

大滝総合支所

午前９時～正午

鶉平区・大久保区・二瀬区 午後１時～４時

２月25日㈮ 落合区・三十槌区・小双里区 午前９時～正午

２月28日㈪
～

３月15日㈫
該当日に都合のつかない方 午前９時～

午後４時

月　　日 申告受付対象地区 申告受付会場 受付時間
２月15日㈫ 名水久那（久那）

荒川総合支所 午前９時～
午後４時

２月16日㈬ 石原（下石原・上石原・
上田野北県住）２月17日㈭

２月18日㈮
若御子（栃久保・糀屋・
船川・越・上田野県住）２月21日㈪

２月22日㈫

２月23日㈬ 上田野（事上・下半縄・
上半縄・坂口）２月24日㈭

２月25日㈮ 荒川日野（芦川・寺沢・
下日野）２月28日㈪

３月１日㈫
荒川中央（大塚・松葉・
小野原・鷺ノ巣・柴原・
皆谷原住宅）

３月２日㈬ 下白久（豆早原・橋場・原）

３月３日㈭ 上白久（中野・青梅・
上サ・白久住宅）

３月４日㈮ 日向（上郷・上平・
反平・下郷）

３月６日㈰ 該当日に都合のつかない方

３月７日㈪ 贄川（猪鼻・町分・
古池・大指）

３月８日㈫

～

３月11日㈮ 該当日に都合のつかない方
３月14日㈪

３月15日㈫

月　　日 申告受付対象地区 申告受付会場 受付時間

３月６日㈰

秩父市役所管内の方 伝承館５階第１会議室

午前９時～
午後４時

吉田総合支所管内の方 吉田総合支所

荒川総合支所管内の方 荒川総合支所

３月13日㈰ 秩父市役所管内の方 伝承館５階第１会議室

月　　日 申告受付対象地区 申告受付会場 受付時間

２月15日㈫ 吉田太田部 吉田小学校太田部分校 午前10時～正午

２月16日㈬
上吉田（明ヶ平・小川）

吉田高齢者
生産活動センター

午前９時～正午

上吉田（女形） 午後１時～４時

２月17日㈭
上吉田（大波見・小川戸） 午前９時～正午

上吉田（塚越） 午後１時～４時

２月18日㈮
上吉田（久形・女部田） 午前９時～正午

上吉田（中島・千鹿谷） 午後１時～４時

２月21日㈪
上吉田（石間戸・大棚部） 午前９時～正午

上吉田（宮戸） 午後１時～４時

２月22日㈫ 吉田石間 吉田石間交流学習館 午前９時～午後４時

２月23日㈬ 吉田阿熊

吉田総合支所 午前９時～
午後４時

２月24日㈭ 吉田久長（久長上）

２月25日㈮ 吉田久長（久長元・藤頼）

２月28日㈪ 下吉田（取方・桜井）

３月１日㈫ 下吉田（本町・上町・
仲町・新志）

３月２日㈬ 下吉田（藤沢・関小暮）

３月３日㈭ 下吉田（新田原）

３月４日㈮ 下吉田（上野釜の上赤柴・橋倉）

３月６日㈰ 該当日に都合のつかない方

３月７日㈪ 下吉田（布里田中・矢畑）

３月８日㈫ 下吉田（井上）

３月９日㈬
下吉田（椋本）

３月10日㈭

３月11日㈮

該当日に都合のつかない方３月14日㈪

３月15日㈫

【秩父会場】 【大滝会場】

【荒川会場】

日曜日の申告受付（平日に都合がつかない方の申告を受け付けます）

【吉田会場】

各会場とも、上記以外の休日（土・日・祝日）
の申告受付は行いません。
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平成22年度　税に関する中学生の標語受賞作品　秩父県税事務所長賞

みんなの税　明るい未来の　設計図　　～大田中　２年　星野　佑哉くん～



　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
連
携
を
図
っ
て

い
く
た
め
、
昨
年
度
中
に
各
市
町
議
会

の
承
認
を
経
て
、
10
分
野
19
項
目
に
わ

た
る
協
定
を
１
市
４
町
で
締
結
し
ま
し

た
。
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
こ
の
協
定

に
基
づ
い
て
、
各
分
野
の
目
標
や
戦
略
、

事
業
概
要
、
実
施
に
よ
っ
て
見
込
ま
れ

る
成
果
、
関
係
市
町
の
役
割
分
担
、
事

業
費
の
負
担
割
合
な
ど
を
具
体
的
に
示

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

に
基
づ
い
て
国
か
ら
の
財
政
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要

　

秩
父
圏
域
で
は
、
す
で
に
今
年
の
３

月
に
医
療
分
野
を
中
心
と
し
た
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
10
月
29
日
に
策
定
し
た
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
前
回
の
医
療
、
情
報
、

交
流
、
水
道
、
人
材
育
成
等
の
５
分
野

に
加
え
て
、
保
健
・
福
祉
、
教
育
、
産

業
振
興
、
環
境
、
公
共
交
通
の
５
分
野

を
追
加
し
て
46
事
業
を
定
め
ま
し
た

（
詳
し
く
は
市
HP
参
照
）。
期
間
は
、
平

成
22
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
５
年
間

で
、
今
後
も
事
業
を
増
や
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
原
案
を
１
市

４
町
が
推
薦
す
る
地
域
住
民
代
表
15
人

で
構
成
す
る
「
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
」

に
示
し
、
内
容
や
妥
当
性
に
つ
い
て
熱

平成20年10月
先行実施団体として総務省か
ら選定される

平成21年３月 秩父市が「中心市宣言」

５月～８月

協定案を協議

５分野８項目
（医療、情報、交流、
水道、人材育成等）

５分野11項目
（保健・福祉、教育、
産業振興、環境、
公共交通）

９月
協定案を各市
町議会で承認

追加協定案を
協議９月25日 協定締結

平成22年２月

共生ビジョン
懇談会開催

３月
追加協定案を
各市町議会で
承認

３月24日 追加協定締結

３月26日
共生ビジョン
（第１回目）策
定、公表

９～10月
共生ビジョン
懇談会開催

10月29日
共生ビジョン（第２回目）
策定、公表

　

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て
い
る
46
事

業
の
中
に
は
、
計
画
作
り
か
ら
始
め
る

も
の
が
多
く
、
具
体
的
な
成
果
を
出
す

に
は
時
間
が
か
か
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
医
療
、
特
に
救
急
医
療

に
つ
い
て
は
、
医
師
・
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
不
足
や
救
急
輪
番
担
当
病
院
の
減
少

な
ど
に
よ
り
危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
定
住
自
立
圏
と
し
て

重
点
的
な
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
実
績

も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、重
点
支
援
の
一
つ
と
し
て
、

秩
父
消
防
本
部
の
救
急
車
に
搭
載
し
て

い
る
患
者
監
視
装
置
の
う
ち
老
朽
化
し

た
も
の
を
優
先
し
て
入
れ
替
え
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
秩
父
３
号
、
皆
野
１

号
、
長
瀞
１
号
、
小
鹿
野
１
号
を
、
来

心
に
議
論
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
秩
父
圏
域
で
実
施
す

る
定
住
自
立
圏
の
全
体
像
が
見
え
て
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
定
住
自
立
圏
を
活
用

し
、
多
く
の
実
績
を
積
み
上
げ
、
秩
父

圏
域
全
体
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
、
こ
の

政
策
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

問
ふ
る
さ
と
創
造
課
☎
22

－

２
８
２
３

ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏

ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏

　

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
！

　

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
！

　

全
国
的
に
人
口
減
少
や
少
子
化
・
高
齢
化
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
秩
父

圏
域
の
１
市
４
町
が
連
携
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
し
て
い
く
政
策
が
「
定
住
自
立
圏
構
想
」

で
す
。
こ
れ
ま
で
も
秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
で
同
様
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
定
住
自
立
圏
構
想
に
よ
り
、
医
療
や
観
光
の
各
分
野
に
も
連
携

を
広
げ
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
、
こ
の
ほ
ど
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

懇談会では、３回にわたり住民の
目線に立った多くのご意見をいた
だきました。

患者監視装置の入れ
替えにより、搬送時
における処置の質の
向上が期待されます。

ちちぶ定住自立圏のこれまでの経過

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
？

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
具
体
的
な
成
果

年
度
は
、
秩
父
２
号
、
影
森
１
号
、
吉

田
１
号
、
荒
川
１
号
の
入
れ
替
え
を
行

う
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
救
急
救
命

処
置
の
質
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

82011年1月号



デ
ザ
イ
ン
の
条
件

① 

「
ジ
オ
パ
ー
ク
」「
秩
父
」
の
文
字
を

記
載
す
る
こ
と

② 

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
名
刺
、
封
筒

等
に
も
使
用
で
き
る
デ
ザ
イ
ン
と
す

る
こ
と
（
ぼ
か
し
は
不
可
）

③ 

用
紙
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
白
色
と
す
る

こ
と

応
募
方
法

　

作
品
は
用
紙
を
縦
長
に
使
用
し
、
下

の
余
白
に
デ
ザ
イ
ン
の
趣
旨
、〒
住
所
、

氏ふ
り
が
な名

、
年
齢
、
☎
を
明
記
し
て
、
秩
父

ま
る
ご
と
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事

務
局
（
ふ
る
さ
と
創
造
課
）
ま
で
、
郵

送
ま
た
は
持
参
（
電
子
メ
ー
ル
は
不
可
）

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

一
人
（
一
団
体
）
何
点
で
も
ご
応
募

で
き
ま
す
が
、
用
紙
１
枚
に
１
作
品
の

み
と
し
ま
す
。
な
お
、
応
募
作
品
は
返

却
し
ま
せ
ん
。

募
集
期
限

　

２
月
３
日
㈭
必
着
（
た
だ
し
、
郵
送

の
場
合
は
締
切
日
ま
で
の
消
印
を
有
効

と
し
ま
す
。）

選
考
結
果
・
発
表

　

応
募
作
品
の
中
か
ら
、
採
用
作
品
１

点
を
同
協
議
会
で
選
定
し
、
結
果
は
応

募
者
全
員
に
通
知
す
る
と
と
も
に
市
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発
表
し
ま
す
。

賞　

金　

採
用
作
品（
１
点
）：
３
万
円

著
作
権
等

　

採
用
作
品
に
関
す
る
著
作
権
等
一
切

の
権
利
は
同
協
議
会
に
帰
属
す
る
も
の

と
し
ま
す
。
な
お
、
採
用
作
品
は
一
部

補
正
や
色
を
変
え
て
使
用
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
秩
父
ま
る
ご
と
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
（
事
務
局:

ふ
る
さ
と
創
造
課
）

〒
３
６
８

－

８
６
８
６
熊
木
町
８

－

15

　

☎
22

－

２
８
２
３

目指せ！ ジオパーク秩父

ロゴマーク大募集！ロゴマーク大募集！

秩父札所めぐり開催！

　日本の地質百選・名水百選に選ばれるなど、豊富な地質と
動植物に恵まれた地質学発祥の地である秩父地域では、１市
４町が連携し、日本ジオパークの認定を目指して活動を展開
しています。
　そこで、秩父ジオパーク構想推進のため、シンボルとなる
ロゴマーク（イメージ画像）のデザインを募集します。

　ジオパークとは、国連教育科学文化機関（ユネスコ）が支援するプログラムで、優れた大地の遺産（ジオ）を保護･活用し、そこで育まれた自然環境と地域（パーク）の人々の活動を支援する新たな取り組みです。このジオパークは、地質や地形・景観などを切り口に、人間と自然のかかわりを体感することから「大地の公園」とも言われています。

秩秩父札
一味
違っ
た

「ジオパーク」としての秩父の魅力
　“日本地質学発祥の地”といわれる秩父
地域は、地質の魅力がたくさんあります。
ジオパークの認定を受ければ、地層や自
然に触れて感じ、大地の成り立ちを知る
「ジオツーリズム」を楽しむ旅行者がきっ
と増えます。札所や花の観賞、祭りに加
えて、自然の素晴らしさを伝え、地元の特
産品・地場産業を応援することができれ
ば、訪れる方も一段と増え、秩父地域の活
性化につながること間違いなしです。

　「ジオパーク秩父」の認定を目指し、地
域の機運を盛り上げるため、次のイベン
トを開催します。
　奮ってご参加ください。

秩父札所をめぐり盆地と山地の境を歩く
と　き　２月６日㈰午前９時10分～午後
４時（和銅黒谷駅に集合・横瀬駅で解散）
内　容　結晶片岩でできた外秩父と盆地
内の堆積岩の境界にある札所を歩きます。
（全行程約13km）
持ち物　お弁当・飲み物
参加費　100円(保険料)
※参加の申込みは、当日集合場所にて受
け付けます。

秩父札所をめぐり荒川がつくった段丘を歩く
と　き　３月６日㈰午前９時30分～午後
４時（秩父鉄道秩父駅に集合・西武秩父
駅で解散）
内　容　荒川が造った河岸段丘地形、そ
の特徴的な場所に位置する札所、段丘崖
の湧き水を利用した人々、川・段丘と人
の暮らしの関わりを探ります。
（全行程約10km）
持ち物　お弁当・飲み物
参加費　100円(保険料)
※参加の申込みは、当日集合場所にて受
け付けます。
問秩父まるごとジオパーク推進協議会
（事務局:ふるさと創造課）
　☎２２－２８２３ 札所28番橋立寺の石灰岩岩壁

9
ちちぶ夢創り倶楽部への入会をお待ちしております

～「ふるさと納税」で輝く秩父をあなたのふるさとに！～



…第６負担区負担区域

秩父
大野原

団地

源蔵寺

廣見寺

大野原駅

至熊谷

下小川橋 原谷橋

国道140号

北 南

県立秩父農工科学高

太平洋セメント

秩父鉄道

荒川

横
瀬
川

大野原駅秩父
こぶし団地
秩父
こぶし団地

原谷小 文化体育
センター

高篠橋

至定峰

大野原

市場

　

対
象
区
域
図
（
下
図
）
内
に
土
地
を

所
有
し
て
い
る
方
ま
た
は
使
用
貸
借
・

賃
貸
借
に
よ
る
権
利
の
あ
る
方

　

１
㎡
当
た
り
５
０
０
円
（
１
坪
当
た

り
１
，
６
５
０
円
）

　

所
有
し
て
い
る
土
地
の
面
積
（
権
利

の
あ
る
面
積
）
に
対
し
て
、
単
位
負
担

金
額
を
乗
じ
る
と
負
担
い
た
だ
く
金
額

が
算
出
さ
れ
ま
す
。

　

負
担
金
は
５
年
に
分
割
し
、
さ
ら
に

１
年
分
を
４
期
（
７
月
、
９
月
、
11
月
、

２
月
）
に
分
割
し
て
納
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
な
お
、
全
額
を
１
回
で
納
め

る
一
括
納
付
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
４
月
（
予
定
）
に
、
土
地

を
所
有
し
て
い
る
方
へ
申
告
書
を
郵
送

し
ま
す
。
そ
の
後
、
申
告
書
の
記
入
方

法
や
申
告
の
手
続
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

通
常
、
道
路
や
公
園
な
ど
、
利
用
者

が
不
特
定
多
数
の
公
共
施
設
の
建
設
費

は
公
費
で
賄
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
建
設
に
よ
っ
て
限
ら
れ
た
範
囲
の
方

の
み
が
利
益
を
受
け
る
場
合
に
は
、
そ

の
費
用
の
一
部
を
利
益
を
受
け
る
方
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
公
平
な
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
理

由
か
ら
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、
賦

課
・
徴
収
さ
れ
る
の
が
こ
の
制
度
で
す
。

問
下
水
道
課
☎
25

－

５
２
１
８

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
お
知
ら
せ

大
野
原

大
野
原
の
一
部
一
部
に

　
　

第
６
負
担
区

　
　

第
６
負
担
区
を
新
設
新
設

大
野
原

大
野
原
のの
一
部
一
部
にに

　
　

第
６
負
担
区

　
　

第
６
負
担
区
をを
新
設
新
設

　

市
議
会
９
月
定
例
会
に
お
い
て
一

部
改
正
さ
れ
た
「
秩
父
都
市
計
画
下

水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
条
例
」
に

基
づ
き
、
大
野
原
地
区
に
「
第
６
負

担
区
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
区
域
内
に
土
地
を
所
有
さ
れ

て
い
る
方
や
使
用
貸
借
、
賃
貸
借
に

よ
る
権
利
の
あ
る
方
は
受
益
者
と
な

り
、
平
成
23
年
度
か
ら
負
担
金
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
方

単
位
負
担
金
額

受
益
者
に
納
め
て
い
た
だ
く
額

納
付
の
方
法

受
益
者
の
申
告
と
説
明
会

「
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

制
度
」と
は
？

公共下水道事業に
ご理解とご協力を
お願いします

　下水道は快適な生活環境
を確保するとともに、公共
用水域の水質保全のため必
要不可欠な施設です。
　下水道の整備には長い年
月がかかり、完成するまで
には多額の建設財源が必要
となります。
　このため市では、国の補
助金および起債（借入金）
の手続を行うとともに、下
水道が整備されたことによ
り、利益を受ける方に事業
費の一部を負担していただ
く下水道事業受益者負担金
制度を採用し、建設事業を
実施しています。

〔第６負担区〕
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市
で
実
施
中
の
「
緑
の
分
権
改
革
推

進
事
業
」
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
間
伐

隊
（
応
募
者
９
人
）
が
、
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
講
習
や
間
伐
作
業
、
軽
架
線
集
材
の

指
導
を
受
け
、
技
能
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
伐
隊
は
、
昨
年
10
月
か
ら
３

回
実
施
し
た
林
地
残
材
の
搬
出
（
薪
拾

い
）
に
、
市
内
や
流
域
な
ど
か
ら
参
加

し
た
薪
拾
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
も
連
携

し
、
林
内
の
間
伐
材
を
切
り
分
け
た
り
、

運
び
出
し
作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

搬
出
し
た
間
伐
材
は
、
薪
割
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
加
工
し
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の

森
林
整
備
と
薪
燃
料
づ
く
り
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
中
！

活躍するボランティアの皆さん

　市民の環境への意見・考えを集め、市民
活動の支援方策を立てるため、市民が活動・
実践できる６つのテーマで、グループセッ
ション（意見交換）を行います。出された
意見の中から、環境市民会議として取り組
む具体的な活動の検討資料とします。
　参加したいテーマ（第２希望まで）を選び、
お申し込みください。

テーマ

第３回環境市民会議第３回環境市民会議
「環境を考えるグループセッション」参加者募集「環境を考えるグループセッション」参加者募集

モ
ニ
タ
ー
10
軒
に
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
新
し
い
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
、
林
内
の
残
材
を

使
っ
た
環
境
に
や
さ
し
い
薪
の
地
産
地

消
の
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
森
林
整
備
や
温
暖
化

防
止
、
参
加
者
の
健
康
増
進
、
上
下
流

交
流
な
ど
へ
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

お近くで“地域の力”とな
り活躍している団体等があ
りましたらご紹介ください。

連絡先　広報広聴課
　　　　☎２２－２５０５
koho@city.chichibu.lg.jp

①街に緑を増やすには、どうしたらよいか？
②サイクルシティ（自転車活用の街）にす
るには、どんな取り組みが必要か？
③子どもたちが環境立市づくりに参加する
には、どんな方策が必要か？
④身近にできるエコ活動とは？
⑤ごみを減らすには、どうしたらよいか？
⑥身のまわりの環境問題は？
申・問１月31日㈪までに環境立市推進課へ
（ FAX・ も可）
☎２２－２３７８ FAX２２－２３０９

◆第３回環境市民会議◆
と　き　２月18日㈮午後６時～
ところ　市民会館３階第１会議室

今年から秩父神社前の妙
見の森公園を中心に実施
されているイルミネー
ション。荒川地区でも、
趣向を凝らした光の作品
が冬の街並みに彩りを添
えていますが、これには
地域を盛り立てようとす
る人々の熱い想いが込め
られています。今回はそ
の人々を追いました。

荒
川
商
工
会
青
年
部

　

荒
川
商
工
会
青
年
部
（
横
田
豊
邦
部

長
、
部
員
10
人
）
は
、
４
年
前
か
ら
荒

川
地
区
の
冬
の
活
性
化
を
目
指
し
て
、

国
道
１
４
０
号
を
中
心
に
「
秩
父
荒
川

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ー
ド
」
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
秩
父
市
地
域
振
興
事

業
補
助
金
（
ま
ち
お
こ
し
お
助
け
資
金
）

を
活
用
し
て
始
ま
り
ま
し
た
が
、
昨
年

か
ら
自
主
財
源
の
み
で
運
営
し
て
お
り
、

同
青
年
部
の
皆
さ
ん
は
、
荒
川
地
区

（
点
）
か
ら
発
信
し
、
各
地
区
で
行
わ

れ
る
こ
と
で
線
で
つ
な
が
り
、
秩
父
地

域
全
体
（
面
）
が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
彩
ら
れ
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
の
こ
と
。

　

今
年
で
４
回
目
を
迎
え
る
こ
の
事
業

で
す
が
、
地
域
の
会
社
や
商
店
、
個
人

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
な
け
れ
ば
で
き
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
部
員
の
皆
さ

ん
は
、「
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ

て
盛
り
上
が
っ
て
い
く
こ
と
が
一
番
大

事
な
こ
と
」
と
口
々
に
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
点
灯
期
間
は
１
月
31
日
㈪
ま

で
の
毎
晩
５
時
か
ら
10
時
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
お
好
み
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
投
票
す
る
コ
ン
ク
ー
ル

も
実
施
中
と
の
こ
と
（
携
帯
☎
で
も
可
）。

詳
し
く
は
、「
秩
父
荒
川
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
ロ
ー
ド
２
０
１
０
公
式
サ
イ
ト
」

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
に
て
。

取り付け作業と点灯の確認に余念
ない部員の皆さん

夜の荒川地区で幻想的な雰囲気を
味わってみませんか？

11
不法野外焼却は止めましょう！　黒煙・悪臭等で迷惑している人が増えています

快適な環境づくりのためには一人ひとりの協力が必要です



●
●
● 

が
ん
ば
る
商
店
街
！ 

●
●
●

秩
父
の
元
気
印
企
業

大
曽
根
商
事
株
式
会
社

　

黒
谷
に
あ
る
同
社
は
、
フ
リ
ー
ズ
ド

ラ
イ
製
品
や
健
康
食
品
の
製
造
、
分
包

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
学
研
究
室
レ

ベ
ル
の
技
術
を
持
ち
、
秩
父
産
の
古
代

米
、
ゆ
ず
、
源
流
水
な
ど
、
地
元
の
素

材
を
活
か
し
た
製
品
造
り
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
市
長
は
、
厳
重
な
衛
生

管
理
の
下
、
次
々
と
製
品
が
生
み
出
さ

れ
て
い
く
過
程
を
視
察
し
ま
し
た
。

新あ
ら
け
い啓
織
物

　

中
宮
地
町
の
一
角
で
、
心
地
良
い
機は

た

音お
と

を
響
か
せ
て
い
る
新
啓
織
物
。
若
き

　

秩
父
市
商
店
連
盟
連
合
会
が
運
営
す

る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
「
ザ
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
秩
父
」（
ウ
ニ
ク
ス
秩
父
内
）が
、

オ
ー
プ
ン
１
周
年
記
念
セ
ー
ル
を
行
い

ま
す
。

と　

き　

１
月
６
日
㈭
〜
11
日
㈫

「
ザ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
秩
父
（ep

ee

、う
ら

し
ま
、清
水
金
物
＆
あ･

り･

す
の
３
店

舗
）」で「
市
報
を
見
た
」と
言
っ
て
い
た

だ
い
た
方
を
対
象
に
抽
選
会
を
実
施
し

ま
す
。何
が
当
た
る
か
お
楽
し
み
に
！

※
景
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了

詳
ザ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
秩
父
（
☎
22

－

０

７
２
０
）
ま
で

後
継
者
に
も
恵
ま
れ
、
ほ
ぐ
し
織
り
に

よ
る
高
級
銘
仙
や
座
布
団
カ
バ
ー
な
ど

を
製
造
し
て
い
ま
す
。
着き

じ
ゃ
く尺

の
製
造
過

程
を
間
近
で
見
た
市
長
は
、
秩
父
の
伝

統
産
業
で
あ
る
織
物
業
の
復
活
に
向
け
、

想
い
を
強
く
し
て
い
ま
し
た
。

銘仙の製造過程を視察する久喜市長

災害用給水車を購入
　市では、従来の積載用給水タンクに
加え、給水タンク車（容量２ｔ）を購入
しました。これにより災害で給水に支
障がある場合、浄水場から直接汲み上
げ、給水することが可能になりました。
　この車両は、国道に面し、秩父全域
に早期出動することが可能な、荒川事
務所（荒川総合支所内）に配置する予
定です。
問水道部工務課☎２５－５２２２
吉田・大滝・荒川総合支所水道事務所
　吉田☎７２－６０８５
　大滝☎５５－０３００
　荒川☎５４－２３９７

市
長
の
企
業
訪
問
②

秩
父
ふ
る
さ
と
館

ザ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
秩
父

◆
お
客
様
感
謝
祭

新
春
福
引
セ
ー
ル

　

１
月
１
日
㈯
〜
６
日
㈭
の
間
に
、
ふ

る
さ
と
館
で
１
，
０
０
０
円
以
上
お
買

い
上
げ
の
方
に
福
引
券
を
お
配
り
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

※
福
引
は
、
１
月
３
日
㈪
〜
６
日
㈭
ま

で
（
景
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

　

ま
た
、
福
引
セ
ー
ル
期
間
中
（
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
）
に
「
新
春
・
秩
父

工
藝
家
協
会
作
品
展
お
よ
び
販
売
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

詳
秩
父
ふ
る
さ
と
館
（
☎
23

－

７
３
０

０
）
ま
で

〈〈〈 公共工事の入札結果 〉〉〉 (税込500万円以上)
入札
契約
方法

契約日
【完成予定】

事　　業　　名
【事業場所】

予定価格
【契約金額】
（税込／円）

率
※ 契約業者 工事担当課

（☎）

一
般
競
争
入
札

11月10日
【３月】

秩父市立高篠小学校
プール改築工事
【山田2619番地外地内】

114,030,000
【99,676,500】87.41%

三ツ和・山口
特定建設工事
共同企業体

建築住宅課
☎25－5214

11月16日
【３月】

田中橋橋梁架替工事
（下部工）
【栃谷地内】

61,015,500
【50,747,550】83.17% 秩父土建㈱ 道づくり河川課

☎25－5213

指
名
競
争
入
札

11月５日
【３月】

尾田蒔111号線地す
べり調査業務委託
【寺尾地内】

8,767,500
【6,151,950】 70.17% 日本工営㈱ 道づくり河川課

☎25－5213

11月５日
【３月】

落合沢改修工事
【久那地内】

14,983,500
【12,156,795】81.13% ㈱日新テクノ 道づくり河川課

☎25－5213

11月12日
【３月】

橋立浄水場多項目水
質計設置工事
【荒川久那地内】

10,164,000
【9,975,000】 98.14% 藤田エンジニ

アリング㈱
水道部浄水課
☎23－6197

11月26日
【３月】

幹線51号線道路改築工
事（代替地造成工事）
【野坂町地内】

8,694,000
【7,749,000】 89.13% ㈱小池工務店 道づくり河川課

☎25－5213

随意
契約

11月12日
【３月】

国道299号配水管布
設替工事
【相生町・桜木町地内】

8,484,000
【8,400,000】 99.01% ㈱萩原工務店 水道部工務課

☎25－5222

※印：一般競争入札、指名競争入札の場合は「落札率」、随意契約の場合は「契約率」
を表します。

問工事の内容…表中の工事担当課、契約関係…契約課☎２５－５２１６ 
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みんなで追放　飲酒運転！　　　自動車の後部座席も必ずシートベルトの着用を！



応募方法
　１～１歳半程度のお子さんの写真を同封し、住所・保護者の方とお子さんの名前・電話番号・生年
月日とコメントを明記のうえ、市役所広報広聴課（〒368-8686　熊木町８－15）までお送りください。
　抽選に漏れた方も、２歳になる月までは翌月の抽選に繰り入れ、再抽選しています。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

※短歌、俳句の応募は、毎月末までに、市役所広報広聴課（〒368-8686　熊木町８－15）へ、必ず官製はがきでお送りください。
（１月締切り分→３月号に掲載）
１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。投稿の際、住所・氏名・ふりがなを、作品の左側に書いてください。
なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。
市民文芸または選者へのご意見・ご感想等は、市役所広報広聴課あてにお送りください。

短　
　
　

歌

俳　
　
　

句

お
好
み
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
付
け
生
徒
ら
は
熊
除
け
の
鈴
鳴
ら
し
つ
つ
急
く 

吉
田
久
長　

齋
藤　

大
仙

腰
据
え
て
大
根
二
本
引
き
抜
き
て
わ
れ
に
持
た
せ
る
声
高
き
畑 

吉
田
久
長　

関　
　

憲
治

全
身
で
大
泣
き
を
す
る
二
ヶ
月
の
赤
子
の
か
ら
だ
わ
れ
持
て
余
す 

山　

田　

大
嶌　

映
子

新
嘗
の
祭
り
の
朝
あ
し
た

神
前
に
吾
家
に
採
れ
し
野
菜
供
え
る 

栃　

谷　

竹
村
善
三
郎

夜
祭
り
の
太
鼓
の
ひ
び
き
こ
こ
ち
良
し
今
年
も
柿
を
十
二
個
吊
す 

中
村
町　

久
保　

克
彦

米
寿
ま
で
生
き
て
来
ら
れ
し
幸
せ
を
思
い
つ
つ
今
日
も
毬
を
か
が
り
ぬ 

上
吉
田　

中
野　

兼
子

黄
昏
の
塒
ね
ぐ
ら
に
帰
る
鴉
に
も
や
ん
ち
ゃ
の
い
る
ら
し
追
ひ
つ
追
わ
れ
つ 

桜
木
町　

島
崎　

定
夫

三
時
草
今
日
も
約
束
違
え
ず
に
三
時
に
ひ
ら
く
を
飽
か
ず
に
見
つ
む 

黒　

谷　

中
村　

美
代

休
み
田
の
芒
の
穂
波
う
ね
り
い
て
晩
秋
の
陽
は
山
の
端
に
落
つ 

下
吉
田　

小
林
み
ち
子

未
だ
霜
の
残
る
古
道
の
吟
行
会
赤
き
落
葉
を
句
帳
に
挿
む 

荒
川
日
野　

小
林　

久
男

（
評
）
齋
藤
さ
ん
、
熊
や
猿
が
人
里
に
出
没
し
た
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
上
句
に
今
の
流
行
り
も
の
、
下
句
に
地
方
色
が

出
て
い
ま
す
。
関
さ
ん
、
情
景
が
目
に
見
え
る
よ
う
で
す
。
田
舎
な
ら
で
は
の
よ
さ
が
下
句
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
嶌
さ

ん
、
生
後
二
か
月
の
赤
子
の
様
子
が
、
具
体
的
に
上
句
に
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
竹
村
さ
ん
、
受
け
継
が
れ
る
神
事
を
今
も
執
り

行
う
作
者
の
暮
し
ぶ
り
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
久
保
さ
ん
、
太
鼓
の
音
、
つ
る
し
柿
、
秩
父
の
冬
の
始
ま
り
で
す
。
結
句
の
具

体
的
表
現
で
一
首
が
し
ま
り
ま
し
た
。
一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
も
投
稿
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

毛
糸
編
む
糸
の
数
だ
け
世
界
あ
り 

近
戸
町　

須
田　

真
弓

図
書
館
の
床
に
ど
ん
ぐ
り
拾
い
け
り 

中　

町　

内
田　

定
男

庭
先
へ
小
鳥
の
餌
を
置
い
て
見
る 

上　

町　

浜
田　

愛
子

菊
手
向
け
嬉
し
き
便
り
報
告
す 

阿
保
町　

友
田
ミ
サ
ヲ

晩
秋
や
山や

ま

が家
賑
は
ふ
縁
側
展 

中
宮
地
町　

荻
野　

佳
子

穴
ま
ど
い
縞
ぬ
れ
ぬ
れ
と
と
ぐ
ろ
巻
き 

上
吉
田　

山
口　

富
江

秋
の
蝶
命
あ
る
日
を
い
と
お
し
む 

日
野
田
町　

加
藤
し
げ
子

掘
り
た
て
の
大
根
持
っ
て
い
か
っ
せ
え 

上　

町　

宮
下　

照
子

ひ
と
風
に
銀
杏
黄も

み

じ葉
の
潔
く 

三　

峰　

千
島
サ
マ
井

旅
に
出
し
夫
の
褞ど

て

ら袍
で
寛
く
つ
ろ

げ
り 

久　

那　

福
島　

昭
子

（
評
）須
田
さ
ん
は
色
と
り
ど
り
の
毛
糸
玉
か
ら
、人
種
や
宗
教
の
異
な
る
数
多
の
国
々
を
思
い
や
り
ま
し
た
。
内
田
さ
ん
は
、

図
書
館
に
落
ち
て
い
た
ど
ん
ぐ
り
に
小
さ
な
驚
き
を
発
見
し
た
の
で
す
。
浜
田
さ
ん
、
加
藤
さ
ん
は
小
さ
な
生
き
物
へ
の
心

づ
か
い
を
、
山
口
さ
ん
、
千
島
さ
ん
の
句
は
自
然
を
よ
く
見
つ
め
て
お
り
ま
す
。
宮
下
さ
ん
の
「
話
し
こ
と
ば
」
の
句
も
面

白
か
っ
た
で
す
。
八
十
七
才
の
友
田
さ
ん
、
毎
月
の
投
句
に
敬
服
し
て
い
ま
す
。「
小
鳥
」
は
秋
、「
褞
袍
」
は
冬
の
季
語
で
、

「
穴
ま
ど
い
」
と
は
冬
眠
前
の
蛇
の
こ
と
で
す
。

新
井　

悦
子　

選

大
野
ひ
ろ
志　

選

矢島　柊
とう

弥
や

 くん
「きゅうりだいすき☆」

（中町）

村田　悠
ゆう

人
と

 くん
「おしゃぶり

取らないよぉ～」
（下吉田）

髙野　凌
りょう

羽
は

 くん
「めざせ！メジャーリーガー!!」

（下吉田）

長谷川琉
る

花
か

 ちゃん
「お兄ちゃんと

おてんば大好き♡」
（荒川上田野）
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　数々の感動を生
んだ秩父夜祭。名

場面には常に祭り
に係わ

る人それぞれの想
いが溢

あふ

れ、毎年多くの人
の心を捉

とら

えます。

　今回は、絢
けんらん

爛豪華な秩父夜祭
の原動力である祭

り人
びと

の姿に

スポットを当てま
した。

　祭りを動かす人
々の心意気と熱気

を感じてみてくだ
さい。

下郷笠鉾の上方下郷笠鉾の上方

祝祝
のりとの り と

詞詞の奏上の奏上

天晴れ！花小歌舞伎クラブ天晴れ！花小歌舞伎クラブ

屋台の上で固い握手屋台の上で固い握手

帰路へつく下郷笠鉾帰路へつく下郷笠鉾

晴れ舞台の想いかみしめて晴れ舞台の想いかみしめて

太鼓部屋からひょっこり太鼓部屋からひょっこり 中町の太鼓ならし中町の太鼓ならし

宮参りでの所作奉納宮参りでの所作奉納

玉玉
たまぐしほうてんたまぐしほうてん

串奉奠串奉奠

宮地屋台の宮参り宮地屋台の宮参り

本町屋台のだるまが見守る

御神馬御神馬

秩父夜祭
寫眞館

るるるる
来年の夜祭も
頑張ります…

しゃ　　　　 しんしゃ　　　　 しん　　　　 　　　　 かんかん

上町屋台の曳き踊り
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夜空を踊る天狗さまの火

秩父の清流で大きく育ってね

 働くことの楽しさ学ぼう！

吉田太田部の休耕地を農地へ

本格的な狂言と
能を堪能

かつての宿場で
愉しむ芸術

　11月20日、荒川白久で「白
久のテンゴウ祭り」が行われ
ました。地元では「原の天狗
まつり」と呼ばれ、古くから
伝えられてきた子どもが中心
となる火祭りです。勢いよく
炎が立ち上るさまは大変見事
で、訪れた見物人からも感嘆
の声があがっていました。

　12月１日、文化庁が行って
いる「子どものための優れた
舞台芸術体験事業」が大滝小
学校で行われました。児童や
保護者、地域の人たちが集ま
り、観

かんぜりゅう

世流・梅
うめわか

若研能会によ
る狂言と能を鑑賞しました。

　滝沢ダム直下の中津川では、大滝小・中学校の児
童・生徒を中心とした皆さんによるヤマメの放流が行
われました。春の渓流釣りシーズンには、多くの人に
楽しんでいただけることを願っています。

　大滝中学校の２年生が、コミュニケーション能力向
上を目的に、「出張商店街・楽

らく

楽
らく

屋
や

」のお手伝いをしま
した。買い物をするお客さんとは気軽に話ができまし
たが、レジ打ちともなると真剣そのもの。将来に向け
て良い体験ができたようです。

　秩父地域で休耕地の整備や復元を目指すボランティア団体「秩父の「農」を守り育てるサポーター」が、吉田太田部で作業を行いました。当日は、「太田部の四季を楽しむ会」の会員や、交流している千葉県の大学の学生なども参加し、雑木が生い茂る山間の畑、約15ａを耕しました。今年の春にはワラビなどの山菜を植える予定です。

　11月13日、14日、第21回「贄川
宿秋の縁側展」が開催されまし
た。贄川宿の風情ある街道沿
いの縁側や土間に、秩父の風
景画や写真・伝統工芸等が数多
く展示され、訪れた人たちは、
一軒一軒足を止めては作品に
見入って楽しんでいました。

　今回から始まった「ちちぶトピックス」は、秩父市ホー
ムページのコーナーとしてもご紹介しています。地域の祭
り・催しなどを中心に、市報で
は紹介しきれない魅力的なニュ
ースの数々を写真つきで掲載し
ていますので合わせてぜひご覧
ください！
問広報広聴課☎２２－２５０５

地元・原区の子どもたちの晴れ舞台

▼ 「里山を守る！」熱き想いを胸に秘めて

「ちちぶトピックス」ホームページ版もご覧ください！

ちちぶちちぶ
トピックストピックス

15



市 生活課☎25－5200市民生活
seikatsu@city.chichibu.lg.jpseikatsu@

男女共同参画情報男女共同 情報
「
い
き
い
き
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

「
い
き
い
き
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

11
月
20
日
㈯
に
、
秩
父
市
と
ち
ち
ぶ

共
同
参
画
協
議
会
の
共
催
に
よ
る
「
い

き
い
き
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
歴
史
文

化
伝
承
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
け
ん
ち
ん
汁
と
し
ゃ
く
し
菜

漬
の
ラ
イ
ス
ピ
ザ
試
食
会
、
同
時
に
血

圧
、
体
脂
肪
の
測
定
や
健
康
体
操
の
指

導
を
行
う
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
も

開
設
さ
れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
男
女
共
生
講
演
会
で

は
、「
郷
土
食
と
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
」

と
題
し
て
、
女
子
栄
養
大
学
公
衆
栄
養

学
研
究
室
教
授
の
田
中
久
子
先
生
に
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
各
地
域
に
お
い
て
地
元

の
身
近
な
食
材
を
生
か
し
た
郷
土
食
が

存
在
し
、
そ
の
郷
土
食
が
長
く
食
べ
続

け
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
長
寿
の
方
が
多
く

分
布
し
て
い
る
な
ど
、
興
味
深
い
お
話

を
た
く
さ
ん
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、「
ス
ラ
イ
ド

を
使
い
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」、「
健

康
は
食
か
ら
だ
と
痛
感
し
た
」
な
ど
共

感
の
声
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

健
康
で
豊
か
な
く
ら
し
を
送
る
に
は
、

地
域
の
活
性
化
が
重
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
秩
父
に
愛
着
、

誇
り
、
夢
を
持
ち
、
互
い
が
助
け
合
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
、
ま
た
、
私
た
ち
に
は
郷
土
食

を
若
い
世
代
に
伝
承
し
て
い
く
役
割
が

あ
る
こ
と
も
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
た
く
さ
ん
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、「
男
女
共
同
参
画

社
会
」
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
、
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
考
え

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
り

多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
ぜ

ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

健康第一！郷土食で舌つづみ

ご利用ください

入学準備金制度・奨学金制度入学準備金制度・奨学金制度
　市では、大学等に入学する学生の保護者の方に「入学準備金」、高等学
校や専門学校、大学等に入学が決定した方や在学中の方に「奨学金」の
貸し付けを無利子で行います。

申込資格
・市内在住の方で市税を滞納して
いない方
・学校に入学が決定（申請は入学
予定で可）した学生の保護者で、
入学準備金を調達することが困
難な方
・入学準備金に相当する他の費用
の貸し付けを受けていない方
・市内在住の保証人が得られる方
受付期間
　１月４日㈫～20日㈭
募集人数
　10人程度

申込資格
・保護者が市内在住の方（武山・髙
山奨学生の保護者は２年以上）
・学校長の推薦を得られる方
・学校に入学が決定し、または在学
中で、学資の支出が困難な方
・奨学金に相当する他の学資の貸し
付けを受けていない方
・保護者が市税を滞納していない方
・市内在住の保証人が得られる方
申請書配布・受付期間
　２月１日㈫～３月31日㈭
募集人数　武山:25人程度
　髙山奨学資金・奨学資金:各10人程度

※詳しくは市HPをご覧いただくかお問い合わせください。
申・問学校教育課☎２５－５２２８

入学準備金 武山育英資金・
　髙山奨学資金・奨学資金

平成23年度第１学期
　　　　（４月入学）

　放送大学は、テレビなどの放送を
利用して授業を行う通信制の大学で
す。働きながら学んで大学を卒業し
たい、学びを楽しみたいなど、さま
ざまな目的で幅広い世代の方が学ん
でいます。
受付期限　２月28日㈪まで
※無料で資料を送付します。
問放送大学埼玉学習センター
　〒３３０―０８５３
　さいたま市大宮区錦町６８２―２
　☎０４８―６５０―２６１１

放送大学
学生募集！

伝承館にある秩父校の様子

講師の田中久子先生

2011年1月号 16
犬のふんの後始末を！動物のふん・尿の適正処理は埼玉県条例により、
飼い主に義務づけられています。散歩の際には必ず持ち帰りましょう！



広告

1
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

（
最
終
処
分
場
）設
置
事
業
予
定

計
画
書
が
市
に
提
出
さ
れ
ま
し
た

　

環
境
保
全
上
の
市
民
の
不
安
を
解
消

す
る
た
め
、
秩
父
市
産
業
廃
棄
物
処
理

施
設
の
設
置
等
に
係
る
紛
争
の
予
防
及

び
調
整
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ

き
、
左
記
の
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

事
業
予
定
計
画
書
の
概
要

計
画
地　

下
吉
田
字
布
里
山
、
同 

布

里
谷
６
筆

最
終
処
分
場
（
安
定
型
）
の
規
模

・
埋
立
面
積　
　

８
，
４
８
０
㎡

・
埋
立
容
量　

８
２
，
７
３
０
㎥

今
後
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
指
定
地
域
を
記
載
し
た
書
類
の
縦
覧

・ 

事
業
者
に
よ
る
指
定
地
域
関
係
住
民

へ
の
説
明
会
の
開
催

・ 

説
明
会
概
要
書
の
縦
覧
と
関
係
住
民

か
ら
の
意
見
書
が
提
出
で
き
る
旨
の

公
告

※ 

詳
し
い
内
容
は
、
市
HP
（
大
切
な
お

知
ら
せ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
生
活
衛
生
課
☎
25

－

５
２
０
２

2

別
所
運
動
公
園
野
球
場
の

利
用
を
一
時
停
止

　

別
所
運
動
公
園
・
野
球
の
内
野
グ
ラ

ウ
ン
ド
土
入
替
工
事
に
と
も
な
い
、
１

〜
３
月
（
予
定
）
の
利
用
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
利
用
者
の
方
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25

－

５
２
３
０

3

多
量
に
水
を
使
う
製
造
業

事
業
所
の
水
道
料
金
を

一
部
補
助
し
ま
す

対　

象　

平
成
22
年
１
月
〜
12
月
に
行

っ
た
水
道
の
検
針
で
１
２
，
０
０
０
㎥

を
超
え
る
使
用
が
確
認
さ
れ
た
製
造
業

事
業
所

補
助
金
額　

１
２
，
０
０
０
㎥
を
超
え
る

水
道
使
用
量
分
に
対
し
、
１
㎥
当
た
り

10
円
（
限
度
額
：
２
０
０
万
円
）

※
製
造
工
程
に
関
わ
ら
な
い
水
道
使
用

量
分
は
除
き
ま
す
。

申
請
期
限　

１
月
31
日
㈪
ま
で

申
・
問
商
工
課
☎
25

－

５
２
０
８

4

奥
む
さ
し
駅
伝
競
走
大
会

交
通
規
制
を
実
施

　

１
月
30
日
㈰
、
国
道
２
９
９
号
（
正
丸

ト
ン
ネ
ル
入
口
〜
飯
能
市
内
）
は
交
通
規

制
と
な
り
ま
す
。
飯
能
方
面
へ
は
名
栗

（
山
伏
峠
）
へ
迂
回
し
て
く
だ
さ
い
。

規
制
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

問
奥
む
さ
し
駅
伝
競
走
大
会
事
務
局

　

☎
０
４
２

－

９
７
２

－

６
０
２
８

5

中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
へ

今
月
は
利
子
補
給
制
度
の

申
請
月
で
す

対　

象　

市
内
に
事
業
所
等
を
有
し
、

市
税
を
完
納
し
て
い
る
中
小
企
業
者

対
象
と
な
る
融
資
制
度

①
秩
父
市
小
口
・
特
別
小
口
金
融
制
度

②
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
国
民
生
活
事

業
融
資
制
度
（
旧
国
民
生
活
金
融
公

庫
融
資
制
度
）

※
市
内
で
の
事
業
資
金
に
限
り
ま
す
。

他
の
市
町
村
か
ら
利
子
補
給
を
受
け

て
い
る
資
金
は
対
象
外
で
す
。

補
給
内
容　

年
間
支
払
利
子
の
20
％
以
内

（
１
世
帯
・
１
事
業
主
10
万
円
を
限
度
）

期　

間　

最
初
に
補
給
を
受
け
た
年
か

ら
連
続
し
た
10
年
以
内

※
平
成
17
年
３
月
31
日
以
前
の
借
入
れ

に
つ
い
て
は
従
来
と
同
様
で
す
。

申
込
期
間　

１
月
５
日
㈬
〜
31
日
㈪
（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）

申
込
窓
口　

①
の
制
度　

商
工
課
ま
た
は

吉
田
・
荒
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

②
の
制
度

・
本
庁
管
内
↓
秩
父
商
工
会
議
所

・
大
滝
管
内
↓
同
会
議
所
大
滝
支
所

・
吉
田
・
荒
川
管
内

　
　
　

↓
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

問
商
工
課
☎
25

－

５
２
０
８

吉
田
・
荒
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
３

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
４

秩
父
商
工
会
議
所
☎
22

－

４
４
１
１

同
会
議
所
大
滝
支
所
☎
55

－

０
６
６
１

17

ホームページを参照

※ 市報掲載の広告は、あくまでも営業広告であり、市として推薦、公認、販売促進等を
行っているものではなく、内容について市が責任を負うものではありません
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6
㈳
秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
23
年
度
職
員
募
集

職　

種  

一
般
事
務
職
１
人

受
験
資
格

①
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
で
、
昭
和

58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

②
社
会
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、

介
護
福
祉
士
、
訪
問
介
護
員
１
級
、

社
会
福
祉
主
事
の
う
ち
い
ず
れ
か
の

資
格
を
有
す
る
方

受
付
期
間　

１
月
11
日
㈫
〜
21
日
㈮

※
募
集
要
項
は
１
月
５
日
㈬
か
ら
福
祉
女

性
会
館
２
階
の
秩
父
市
社
会
福
祉
協
議

会
総
務
課
で
配
布
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

●
第
一
次
試
験

と　

き　

２
月
４
日
㈮
午
前
10
時
〜

※
詳
細
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
・
問
秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
22

－

１
５
１
４

教
室
教
室・・講
座
講
座

7
平
成
22
年
度 

第
２
回

 

少
林
寺
拳
法
初
心
者
教
室

と　

き　

２
月
３
日
㈭
〜
28
日
㈪
の
毎

週
月
・
木
曜
日
、
午
後
７
時
〜
８
時

（
全
８
回
）

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
武
道
場

対　

象　

小
学
生
以
上
（
性
別
不
問
）

参
加
費　

１
人
１
，
０
０
０
円

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

指
導
者　

秩
父
市
少
林
寺
拳
法
連
盟

申
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
☎
24

－

４
０
０
４

　

坂
本
☎
24

－

６
７
６
０

8
秩
父
市
国
際
交
流
協
会
主
催

Japanese Language Class Inform
ation

外
国
人
の
た
め
の

日
本
語
教
室

と　

き　

１
月
25
日
、
２
月
８
日
・
15

日
・
22
日
、
３
月
１
日
の
各
火
曜
日
、

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ  

歴
史
文
化
伝
承
館
研
修
室
１

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
外
国
人

内　

容　

日
本
語
の
初
歩
〜
中
級
程
度

（
日
常
会
話
・
応
用
会
話
・
文
法
な
ど
）

定　

員　

25
人

参
加
費　

５
０
０
円

講　

師　

増
井
ま
ゆ
み
先
生

申
・
問
１
月
18
日
㈫
ま
で
に
市
民
生
活

課
（
☎
25

－

５
２
０
０
）
へ

9
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
の
教
室

①
骨
盤
体
操
＆
ボ
デ
ィ
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定　

員　

50
人
（
先
着
順
）

②
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

時　

間　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

定　

員　

60
人
（
先
着
順
）

と　

き　

①
・
②
の
教
室
と
も
に
１
月

21
日
〜
３
月
11
日
の
各
金
曜
日
（
２
月

11
日
・
25
日
を
除
く
）

指
導
員　

小
林
里
江
さ
ん

申
込
開
始
日　

１
月
14
日
㈮
か
ら

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

●
キ
ッ
ク
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

と　

き　

２
月
４
日
〜
３
月
25
日
の
各

金
曜
日
（
２
月
11
日
・
18
日
を
除
く
）

時　

間　

午
後
７
時
〜
９
時

定　

員　

60
人
（
先
着
順
）

申
込
開
始
日　

１
月
21
日
㈮
か
ら

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

申
参
加
費
を
添
え
て
左
記
窓
口
に
て

※
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
受
付
。
た
だ

し
申
込
開
始
日
の
み
午
後
９
時
ま
で

問
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
☎
24

－

４
０
０
４

催
し
も
の

催
し
も
の

10

第
27
回　

秩
父
映
画
会

上映作品
「オカンの嫁入り」

と　

き　

１
月
16
日
㈰
午
前
11
時
〜
、

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜
、
６
時
〜

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

前
売
券　

一
般
１
，
０
０
０
円
、
シ
ニ

ア
・
高
校
生
以
下
・
障
が
い
者
８
０
０
円

※
時
間
指
定
券
を
発
行
し
ま
す
（
当
日

券
は
各
２
０
０
円
増
し
）。
チ
ケ
ッ
ト

取
扱
店
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
シ
ア
タ
ー
・
エ
フ

秩
父
実
行
委
員
会

　

☎
０
４
８

－

５
５
１

－

４
５
９
２
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芸術文化会館での催し芸術文化会館での催し15

11

芸術文化会館での催し芸術文化会館での催し

公民館のつどい

と　　き 内　　　容 会　場

１月27日㈭
～30日㈰ ≪第37回秩父市青少年文化展≫

展示室
1･2･3･4
（入場無料）２月２日㈬

～６日㈰ ≪旧秩父セメントＯＢ作品展≫

第４水曜日
午前10時～午後５時

福田久美子『押し花教室』
午前の部：午前10時～正午
午後の部：午後１時30分～５時

会議室
３

毎週金曜日
午前９時30分～正午

赤岩智恵子『視線の果て絵画教室』
※生徒募集中

第２・４土曜日
午前９時～午後５時

ミル・フルール nora　河嵜妙子『押し花教室』
（途中昼休みあり）

毎週日曜日
午後３時～５時

赤岩智恵子『こども絵画教室』
※生徒募集中（対象：幼児・小中学生）

休館日　月曜日（祝日にあたる場合はその翌日）
開館時間　午前９時～午後５時

≪各種作品展などに芸術文化会館をご利用ください≫
　芸術文化会館では、皆さんの作品発表の場と
して展示室の貸し出し、作品制作の活動の場と
して、会議室の貸し出しを有料で行っています。
　個展、仲間展など各種作品展会場として、ぜ
ひご利用ください。なお、詳細は下記までお問
い合わせください。
問芸術文化会館　☎２２－２４０６

12

第
31
回

秩
父
農
工
科
学
高
等
学
校

演
劇
部
自
主
公
演

と　

き

　

１
月
30
日
㈰

午
前
11
時
〜
午
後

２
時
、
４
時
30
分

〜
７
時
30
分

※
各
回
と
も
開

　

始
30
分
前
に

　

開
場

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

演　

目　
「
小
林
少
年
と
ピ
ス
ト
ル
」

（
西
田
シ
ャ
ト
ナ
ー
作
）、「
少
年
神
社
」

（
コ
イ
ケ
ユ
タ
カ
作
・
第
46
回
関
東
大

会
出
場
作
品
）

入
場
料　

前
売
り
・
電
話
予
約
５
０
０

円
、
当
日
７
０
０
円

問
秩
父
農
工
科
学
高
等
学
校
演
劇
部

　

☎
22

－

３
０
１
７

小
池
☎
24

－

０
８
８
９
（
夜
間
）

13
秩
父
の
郷
土
写
真･

絵
画
展

　

市
民
会
館
で
は
地
元
の
写
真･

絵
画

愛
好
家
の
作
品
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

２
月
11
日
（
金
・
祝
）
〜
13
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内　

容　

秩
父
地
域
の
行
事
、
植
物
、
風

景
等
の
写
真･

絵
画
の
展
示
（
入
場
無
料
）

問
市
民
会
館
☎
24

－

６
０
０
０

14

憩
い
の
家
い
き
い
き
教
室

と　

き　

２
月
４
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

高
齢
者
憩
い
の
家
集
会
室

テ
ー
マ　

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
た
め
に

「
食
事
と
運
動
の
工
夫
」

講　

師　

高
橋
千
春
・
桜
井
節
子
先
生

対　

象　

60
歳
以
上
の
方
（
希
望
に
よ

り
60
歳
未
満
も
可
）

定　

員　

30
人
（
先
着
順
・
参
加
無
料
）

申
１
月
12
日
㈬
か
ら
☎
で
高
齢
者
憩
い

の
家
（
☎
22

－

０
７
１
３
）
ま
で

16

消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー

　

安
全
な
食
品
を
選
択
す
る
た
め
の
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

１
月
25
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

市
民
会
館
３
階
第
２
会
議
室

テ
ー
マ　
「
安
心
し
て
食
べ
た
い
〜
食

品
表
示
の
正
し
い
読
み
方
〜
」

講　

師　

羽
田
裕
美 

氏
（
管
理
栄
養
士
）

参
加
費　

無
料

問
市
民
生
活
課
☎
25

－

５
２
０
０

17
文
化
財
の
防
火
演
習
を
開
催

　

１
月
26
日
㈬
の
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

の
一
環
と
し
て
、
消
防
署
お
よ
び
消
防

団
と
協
力
し
て
防
火
演
習
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

１
月
23
日
㈰
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

三
峯
神
社
境
内

内　

容　

指
定
文
化
財
の
火
災
発
生
を

想
定
し
た
消
火
訓
練
・
救
助
訓
練

問
文
化
財
保
護
課
☎
22

－

２
４
８
１

　公民館活動の様子をご覧いただくため、
演技発表などを行います。
と　き　２月６日㈰
　　　　午前10時～午後４時ごろ
ところ　歴史文化伝承館ホール
定　員　240人
問中央公民館☎２２―０４２０

予定時間 プ　ロ　グ　ラ　ム

10：00～10：20 開　　会　　式

10：20～10：40 吉田公民館 やませみハーモニカクラブ

10：40～10：50 影森公民館 リトルヒップホップクラブ

10：50～11：05 大滝公民館 コーラスおおたき

11：05～11：20 原谷公民館 木曜バランスボールクラブ

11：20～11：40 中央公民館 三味線クラブ

昼　　　　　　　食

13：00～13：20 浦山公民館 大正琴教室

13：20～13：35 大田公民館 Cダンスクラブ

13：35～13：55 高篠公民館 フラダンスクラブ

13：55～14：10 荒川公民館 ヨガクラブ

14：10～14：25 尾田蒔公民館 太極拳クラブ

14：25～14：55 公民館利用者体験発表

14：55～15：15 中央公民館 民謡教室

15：15～15：35 久那公民館 長唄三味線クラブ

15：35～15：55 原谷公民館 48式太極拳クラブ

15：55～16：10 中央公民館 癒しのフラメンコクラブ

16：10～16：15 閉　　会　　式

18
赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

と　

き　

３
月
13
日
㈰
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館

内　

容　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
、
気
道
異
物
の
除
去

定　

員　

20
人
（
満
15
歳
以
上
の
方
）

参
加
費　

１
，５
０
０
円
（
教
材
費
等
）

指
導
者　

日
本
赤
十
字
社
救
急
法
指
導
員

問
社
会
福
祉
課
☎
25

－

５
２
０
４

19
第
４
次 

求
人
企
業
合
同
面
接
会

と　

き　

２
月
18
日
㈮
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

対　

象　

平
成
23
年
３
月
に
大
学
、
短

大
、
専
門
学
校
を
卒
業
予
定
の
方
（
１

〜
３
年
以
内
の
既
卒
者
の
参
加
可
）

参
加
費　

無
料
（
履
歴
書
を
持
参
）

参
加
企
業　

30
社
を
予
定

問
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会

　

☎
０
４
８

－

６
４
７

－

４
１
８
５

19
秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！

購読登録は、秩父市ホームページから



　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
は
卯

う
さ
ぎ

年
。
大
き
く
ジ
ャ
ン
プ
し
、
飛
躍
の
年

に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

下
吉
田
に
は
兎

う
さ
ぎ

田だ

と
い
う
地
区
が
あ
り
、
平

成
18
年
か
ら
兎
田
・
暮く

れ

坪つ
ぼ

地
区
の
土
地
改
良
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
は
企
業
が
農
業
に

参
入
し
、
農
家
の
高
齢
化
に
よ
り
耕
作
放
棄
地

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
土
地
を
耕
し
、
ソ
バ
な
ど

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
吉
田
太
田
部
地

区
で
も
休
耕
地
を
農
地

に
戻
す
た
め
の
試
み
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
も
ま
だ
小
さ

な
一
歩
で
す
が
、
秩
父

の
農
業
が
大
き
く
ジ
ャ

ン
プ
（
飛
躍
）
す
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

四
季
彩
々

四
季
彩
々

四
季
彩
し々
き
さ
い
さ
い

し
き
さ
い
さ
い

下吉田兎田地区

20
東
京
大
学
秩
父
演
習
林
公
開
講
座

「
大
学
っ
て
何
し
て
る
の
？

〜
キ
ャ
ン
パ
ス
の
外
で
の
研
究
〜
」

と　

き　

２
月
19
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

秩
父
演
習
林
事
務
所

内　

容　

森
林
に
お
け
る
研
究
計
画
の

立
て
方
の
講
義
と
研
究
の
体
験

講　

師　

東
京
大
学
秩
父
演
習
林
の
教

員
お
よ
び
技
術
職
員

対　

象　

高
校
生
（
中
学
生
・
一
般
可
）

参
加
費　

無
料

定　

員　

20
人
（
抽
選
）

申
１
月
31
日
㈪
ま
で
に
、

か
FAX
（
住

所･

氏
名･

年
齢
・
性
別
・
☎
・
学
校

名
を
明
記
）
に
て
左
記
ま
で
申
込
み

問
秩
父
演
習
林
公
開
講
座
担
当

　

☎
22

－

０
２
７
２
FAX
23

－

９
６
２
０

　

chichibu-riyou@
uf.a.u-tokyo.ac.jp

21
地
域
医
療
講
演
会

「
楽
し
く
学
ぶ

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

　
「
健
康
診
断
で
腹
囲
を
測
定
す
る
よ

う
に
な
っ
た
け
ど
、メ
タ
ボ
っ
て
何
？
」

メ
タ
ボ
が
危
険
な
本
当
の
理
由
を
、
わ

か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

と　

き　

２
月
24
日
㈭

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ　

市
民
会
館
３
階
第
１
会
議
室

講　

師　

瀬
戸
山
敏
幸
（
秩
父
市
立
病

院
内
科
部
長
）

定　

員　

１
５
０
人
（
参
加
無
料
）

問
地
域
医
療
対
策
課
☎
22

－

２
２
７
９

22

早
春
子
ど
も
お
茶
会

　

青
年
茶
道
教
室
の
皆
さ
ん
に
、
お
点て

前ま
え

を
教
え
て
も
ら
え
ま
す
。

と　

き　

２
月
５
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
和
室

対　

象　

子
ど
も
と
保
護
者
（
小
学
２

年
生
ま
で
は
保
護
者
同
伴
）

募
集
人
数　

30
人
（
保
護
者
含
む
）

持
ち
物　

白
い
ソ
ッ
ク
ス
を
持
参

参
加
費　

１
人
２
０
０
円
（
お
菓
子
代
）

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

申
２
月
３
日
㈭
ま
で
に
☎
で
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
（
☎
22

－
０
４
２
０
）
へ

23

第
35
回 

市
長
杯
争
奪

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

と　

き　

２
月
13
日
㈰
午
前
９
時
開
会

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

種　

目　

ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦

Ａ
ク
ラ
ス　

一
般
男
女
（
年
齢
制
限
無
）

Ｂ
ク
ラ
ス　

40
歳
以
上
男
女
か
高
校
生

Ｃ
ク
ラ
ス　

50
歳
以
上
の
男
女
、
ま
た
は

初
心
者
（
２
年
未
満
）。
な
お
、
混
合

で
の
申
込
み
は
、
い
ず
れ
も
男
子
の
組

参
加
資
格　

市
内
在
住
、
在
勤
、
通
学
、

連
盟
登
録
者

参
加
費　

１
ペ
ア　
　

２
，
５
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生　
　

１
，
０
０
０
円

申
１
月
28
日
㈮
ま
で
に
☎
か
FAX
に
て

※
申
込
用
紙
は
、
左
記
ま
た
は
文
化
体

育
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

問
秩
父
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
事
務
局

　

鳥
山
☎
23

－

９
７
６
５
FAX
22

－

７
９
４
１

24

市
民
ス
キ
ー
教
室

　

初
心
者
か
ら
上

級
者
、
大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
、
全

日
本
ス
キ
ー
連
盟

公
認
指
導
員
等
が

責
任
を
持
っ
て
指

導
し
ま
す
。
親
子
ス
キ
ー
教
室
と
し
て

も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
バ
ッ
ヂ
テ
ス
ト

も
行
い
ま
す
。

と　

き　

２
月
５
日
㈯
〜
６
日
㈰

と
こ
ろ　

長
野
県
志
賀
高
原
ス
キ
ー
場

参
加
費　

大
人
１
５
，
０
０
０
円
、
子

ど
も
１
２
，
０
０
０
円
（
バ
ス
代
・
宿

泊
料
・
夕
朝
食
・
傷
害
保
険
含
む
）

定　

員  

40
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

※
初
め
て
の
小
学
生
で
も
Ｏ
Ｋ
！

申
１
月
31
日
㈪
ま
で
に
秩
父
市
ス
キ
ー

連
盟 

黒
沢
（
☎
23

－

５
９
０
２
）
へ

25

冬
の
中
津
川　

氷
壁
見
学

と　

き　

１
月
30
日
㈰
午
前
10
時
に
彩

の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
集
合
〜
午
後
３
時

参
加
費　

２
，０
０
０
円
（
中
津
川
い
も
、

鹿
肉
入
り
け
ん
ち
ん
汁
等
の
昼
食
付
）

定　

員　

15
人(

申
込
順)

問
彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
管
理
事
務
所

　

☎
56

－

０
０
２
６

26
山
で
遊
ぼ
う
５

「
楽
し
い
山
の
手
作
り
教
室
」

と　

き　

２
月
26
日
㈯
〜
27
日
㈰
（
１

泊
２
日
・
大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
泊
）

対　

象　

家
族
・
一
般

内　

容　

椎
茸
の
駒
打
ち
体
験
、
く
ん

製
作
り
、
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り

定　

員　

50
人
（
申
込
順
）

参
加
費　

３
，
５
５
０
円

申
２
月
１
日
㈫
か
ら
☎
で
大
滝
げ
ん
き

プ
ラ
ザ
（
☎
55

－

０
０
１
４
）
へ

27

サ
サ
カ
ゴ
作
り

と　

き　

２
月
６
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

み
ど
り
の
村

参
加
費　

１
，５
０
０
円
（
保
険
料
含
）

定　

員　

20
人

申
込
期
限　

１
月
28
日
㈮
（
必
着
）
ま
で

申
往
復
は
が
き
（
催
し
名
・
全
員
の
〒
住

所
・
氏
名
・
☎
・
年
齢
を
記
入
）
に
て

問
み
ど
り
の
村
管
理
事
務
所

　

〒
３
６
８

－

０
１
０
１　

小
鹿
野
町

下
小
鹿
野
27　

☎
75

－

３
４
４
１
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1・2月の無料相談室無料相談室
相談名 相談日・内容・問い合わせ

子 育 て 月～金曜
９時～16時

秩父市子育て支援センター
☎22－7282 22－7283
吉田子育て支援センター
☎77－1145 77－1148

子どもについ
ての心配ごと 

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課） ☎25－5204

ＤＶについて 月～金曜
８時30分～17時15分

社会福祉課 ☎25－5204　※吉田・大
滝・荒川総合支所市民福祉課でも実施

身体・知的障がい
児(者)に つ い て

月～金曜　９時～18時 フレンドリー
☎22－7785 22－7055（身体障がい）
☎22－7045 21－6705（知的障がい）土曜 　９時～16時

精神障がい者
に つ い て

月～金曜
９時～17時

生活支援センター「アクセス」
☎24－1025 24－1026

障がい者の
就労・生活

月～金曜
９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・ 22－2870

い じ め・
不 登 校 等

月～金曜　９時～17時 ひまわり教室  ☎22－2228
月・水・金曜　９時～ 12時 やまなみ教室  ☎72－2030

法 律 毎月２・４木曜
13時～16時（要予約）

秩父地域振興センター
☎24－7624

人 権
月～金曜　８時30分～17時15分

さいたま地方法務局
秩父支局  ☎22－0827人権擁護委員による相談　

火曜（第５週を除く）９時～16時

結 婚
２月12日㈯13時～16時
※要予約（先着８人）
場いきがいセンター 秩父市社会福祉協議会

☎22－1514
心 配 ご と １月20日㈭13時～16時

場福祉女性会館
内 職 月～金曜　９時～16時

ちちぶパートバンク
☎24－5222
商工課
☎25－5208

職 業

月～金曜　９時～17時
場ちちぶパートバンク
水曜　９時～16時30分
場吉田総合支所

中小企業者向け
金融よろず

２月２日㈬13時～16時30分
※前々日までに要予約
場伝承館５階第２会議室

商工課  ☎25－5208
（相談：埼玉県信用保証協会）

緊急・雇用労働
１月30日㈰　場伝承館１階商工課（要予約）
※１月24日㈪までに☎で予約　問商工課☎25-5208
※平日は「緊急雇用相談窓口」開設中！

労 働 相 談・
メンタルヘルス
（各機関の相談）

●秩父地域振興センター（秩父地方庁舎内）　☎24－1110
　面接相談：月～金曜、午前８時30分～午後５時15分
　弁護士の面接相談：第３木曜、午後２時～４時
（いずれも要予約）
●秩父保健所「心の健康相談」　☎22－3824
　保健師・相談員の電話相談：月～金曜、午前８時30分
～午後５時、精神科医師による相談：要予約
●秩父地域産業保健センター（秩父郡市医師会内）  ☎23－2149
　産業医によるメンタルヘルス相談（要予約）
●労働相談センター（さいたま市）　☎048－830-4522
　電話相談、産業カウンセラーのメンタルヘルス相談

問地域医療対策課　☎２２－２２７９

●自宅の近くにかかりつけ医をもつと安心です！
　「かかりつけ医」とは、家族の健
康を把握し、体調不良や病気にかか
ったときに気軽に受診できる地域の
病院・診療所（医院）のことです。
　「体調がすぐれない」と思ったら
まず「かかりつけ医」を受診して
みてください。先生と顔見知りに
なって病気の相談や健康管理をし
ていきましょう。
　いざというときには、適切な病院を紹介してもらえます。

●みんなで秩父地域の救急医療体制を守りましょう！　現在、秩父地域では休日・夜間の救急輪番制病院が４病院から３病院に減少し、交代で救急診療を実施しています。　救急病院の医師の負担を軽くするためにも、日ごろから健康管理に注意して、「具合が悪い」と思ったら、早めに身近な「かかりつけ医」に受診しましょう。

図書館だより図書館だより図書館だより
＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

秩父図書館
（午前10時～午後６時）　上町3－6－27 ☎22－0943
荒川図書館
（午前９時～午後５時）　荒川日野66－2 ☎54－1034
秩父図書館吉田分館
（午前９時～午後５時）　下吉田6569－1 ☎77－1100
秩父図書館大滝分館  
（午前９時～午後５時）　大滝945  ☎55－0033

●絵本相談日
と　き　１月25日㈫、２月22日㈫午前10時～正午
●おはなし会（約40分）
　「秩父おはなしの会」の発表会として、世界や日
本の昔話、童話等をお話しします。幼児から大人
の方まで幅広く楽しんでいただけます。
と　き　１月22日㈯、２月12日㈯午後２時から
※参加者は１階カウンター横へお並びください。

●ピヨピヨタイム (約30分)
と　き　１月11日㈫、２月８日㈫午前11時から
●冬のおはなし会
と　き　１月29日㈯午後２時30分から
ところ　いずれもネットコミュニケーションルーム

市民生活課の無料相談　　　　　　問☎２５－５２００
相談名 とき・ところ

法 律
２月１日㈫・２月17日㈭　10時～15時 秩父市役所　(※)
２月10日㈭　10時～15時 荒川総合支所
※電話予約が必要。１月20日㈭午前９時から受付 、各日先着10人

人 権 毎月第２・４水曜13時～16時 秩父市役所　(※)

行 政

※時間は
　いずれも
　13時～15時

１月24日㈪、２月21日㈪ 秩父市役所　(※)

１月17日㈪、２月７日㈪ 吉田総合支所
（振興会館）

１月24日㈪、２月28日㈪ 大滝総合支所
１月17日㈪、２月14日㈪　 荒川総合支所

市 民 第２・４木曜　13時～16時

秩
父
市
役
所（
※
）

消費生活(多重債務) 毎週月・火・水・金曜　９時～16時
行 政 手 続 １月11日㈫、２月８日㈫　13時～15時
登 記 １月19日㈬、２月16日㈬　13時～15時
税 務 １月17日㈪、２月７日㈪　10時～15時
土 地 建 物 １月18日㈫、２月15日㈫　10時～15時
暴 力 １月27日㈭、２月24日㈭　10時～15時
女 性 １月25日㈫、２月22日㈫　13時～15時
労 務・年 金 １月14日㈮、２月４日㈮　13時～15時
公 証 第２・４火曜　９時30分～12時
※秩父市役所の相談会場は３階相談室です。なお、相談日が祝日の場合はお休みです。

秩父図書館の催しもの

荒川図書館の催しもの

※図書館休館日はP.24「くらしのカレンダー」をご覧ください。

かかりつけ医をもちましょう！
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担当部署が不明の場合や“緊急”の場合は、「すぐやる担当」へご連絡を！

おきがるコール　☎２６－１１３３（専用電話）



（藤岡局0274）

※医師会休日診療所の診療時間：午前10時から午後５時までです。
※ 休日診療以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです（藤岡
市を除く）。ただし、（※）印の病院は午後６時以降、☎で確認のう
え受診してください。
※ 詳しくは、秩父郡市医師会・藤岡多野医師会のHPにて確認できます。

１
月
１
日

近 藤 医 院（産・婦・内）日野田町 ☎22－0043
南 須 原 医 院（内・外）長瀞町 ☎66－2038
秩 父 病 院（※） 宮側町 ☎22－3022
鬼 石 病 院 藤岡市鬼石 ☎52－3121

１
月
２
日

小鹿野中央病院 （一次救急） 小鹿野町 ☎75－2332
秩 父 市 立 病 院（※） 桜木町 ☎23－0611
く す の 木 病 院 藤岡市旭町 ☎24－3111

１
月
３
日

荒 舩 医 院（内・外）横瀬町 ☎24－0160
あらいクリニック（内・小）本 町 ☎25－2711
皆 野 病 院 皆野町 ☎62－6300
栗原胃腸科外科医院 藤岡市神田 ☎40－2299

１
月
９
日

医師会休日診療所（内・小）熊木町 ☎23－8561
岩田産婦人科医院（産・婦・内）番場町 ☎24－1336
秩 父 市 立 病 院（※） 桜木町 ☎23－0611
篠 塚 病 院 藤岡市篠塚 ☎23－9261

１
月
10
日

医師会休日診療所（内・小）熊木町 ☎23－8561
秩 父 生 協 病 院（内・小）

※小児科は午前のみ
阿 保 町 ☎23－1300

皆 野 病 院 皆野町 ☎62－6300
光 病 院 藤岡市本郷 ☎24－1234

１
月
16
日

医師会休日診療所（内・小）熊木町 ☎23－8561
大 谷 津 医 院（内・小）阿保町 ☎22－6329
皆 野 病 院 皆野町 ☎62－6300
鬼 石 病 院 藤岡市鬼石 ☎52－3121

１
月
23
日

医師会休日診療所（内・小）熊木町 ☎23－8561
小鹿野中央病院 （一次救急） 小鹿野町 ☎75－2332
秩 父 病 院（※） 宮側町 ☎22－3022
く す の 木 病 院 藤岡市旭町 ☎24－3111

１
月
30
日

医師会休日診療所（内・小）熊木町 ☎23－8561
健 生 堂 医 院（外・内）東 町 ☎22－0270
秩 父 市 立 病 院（※） 桜木町 ☎23－0611
藤 岡 総 合 病 院 藤岡市宮本町 ☎22－3311

２
月
６
日

医師会休日診療所（内・小）熊木町 ☎23－8561
石塚内科胃腸科医院（内・胃）下影森 ☎24－5010
皆 野 病 院 皆野町 ☎62－6300
篠 塚 病 院 藤岡市篠塚 ☎23－9261

２
月
11
日

医師会休日診療所（内・小）熊木町 ☎23－8561
秩父脳外科内科クリニック（脳外・内）永田町 ☎21－2330
秩 父 市 立 病 院（※） 桜木町 ☎23－0611
光 病 院 藤岡市本郷 ☎24－1234

２
月
13
日

医師会休日診療所（内・小）熊木町 ☎23－8561
原 医 院（脳外・内）小鹿野町 ☎72－8088
秩 父 病 院（※） 宮側町 ☎22－3022
鬼 石 病 院 藤岡市鬼石 ☎52－3121

平日夜間小児初期救急

埼玉県小児救急電話相談

曜　日 病　院　名 電　　話
月　曜 あらいクリニック ☎25－2711
水　曜 秩 父 病 院 ☎22－3022
火・木・金曜 秩 父 市 立 病 院 ☎23－0611

受付時間　午後７時30分～午後10時（祝日は行いません。）
※電話で確認してから受診してください。

電話番号　＃8000（シャープ8000番）
相談時間　○月～土曜：午後７時～午後11時
　　　　○日曜・祝日・年末年始：午前９時～午後11時

吉田保健センター ☎77－1112
■乳幼児健診　13：00～13：45受付

日１月21日㈮　内１歳６か月児健診（Ｈ21.５・６月生）

　　　　　　　 　３歳児健診（Ｈ19.８・９月生）

日２月18日㈮　内４か月児健診（Ｈ22.９・10月生）

　　　　　　　 　10か月児健診（Ｈ22.３・４月生）

持母子健康手帳、健診アンケート
■育児相談・健康相談
日１月11日㈫、２月１日㈫９：30～10：30受付
内育児相談、身長・体重測定、健康相談
■歯みがき教室
日２月10日㈭ 13：15～14：00受付
対平成20年９月～平成21年２月生まれ(個別通知あり)
内歯科健診、ブラッシング指導、フッ素塗布等
■予防接種
持母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書
○ＢＣＧ
日２月18日㈮13：15～14：00受付
対生後３か月～６か月未満（３か月間）
※接種期間の３か月間に受けられない場合はお問い合わ
せください。

大滝保健センター ☎55－0102
■育児相談・健康相談　場大滝総合支所内
内育児相談、身長・体重測定、健康相談
申相談を希望する方は、大滝保健センターへ☎にて

荒川保健センター ☎54－2231
■乳幼児健診　13：00～13：45受付

日１月26日㈬　内４か月児健診（Ｈ22.８・９月生)

　　　　　　　　 10か月児健診（Ｈ22.２・３月生）

日２月23日㈬　内１歳６か月児健診（Ｈ21.６・７月生）

　　　　　　　 　３歳児健診（Ｈ19.９・10月生）

持母子健康手帳、健診アンケート
■歯みがき教室
日２月23日㈬13：00～13：45受付
対平成20年12月、平成21年１月生まれ（個別通知あり）
内歯科健診、ブラッシング指導、フッ素塗布等
■予防接種 
持母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書
○ＢＣＧ
日１月26日㈬13：15～14：00受付
対生後３か月～６か月未満（３か月間）
※接種期間の３か月間に受けられない場合はお問い合わ
せください。
■育児相談
日２月７日㈪９：30～10：30受付
内育児相談、身長・体重測定
■健康相談　
日１月12日㈬、２月９日㈬13：30～14：30受付
内健康相談、血圧測定等　持健康手帳
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各保健センター共通のお知らせ
■女性特有のがん（子宮頚がん・乳がん）検診推進事業
の有効期間について
　平成22年度「女性特有のがん検診」を現在実施してい
ます。該当者には、検診手帳とともに子宮頚がん・乳が
ん検診の無料クーポン券を配布済みです。
　無料クーポン券の有効期間は平成23年１月31日㈪まで
ですので、検診がお済みでない方は早めに受けましょう。
※保健センターでの集団検診は終了しました。クーポン
券指定医療機関での個別検診をご利用ください。
■病院・医院等で受けられる検診(個別検診)の申込み
　<胃・子宮がん(頚部・体部)検診、歯周疾患検診>
申２月１～７日８：30～17：15、各保健センター窓口にて
対40歳以上（胃がん検診・子宮がん「頚部・体部」検
診・歯周疾患検診）、20歳以上（子宮頚がん検診）
詳健康カレンダーP５・６参照
※今年度の申込みは今回で終了（受診は３月まで）です。
■大腸がん検診
申２月１～７日８：30～17：15、各保健センター窓口にて
対40歳以上　詳健康カレンダーP４・５参照
■指定医療機関で受けられる個別予防接種
○麻しん風しん
対第１期…１歳～２歳未満　第２期…小学校就学前の１
年間（Ｈ16．４．２生～Ｈ17．４．１生）

※第２期該当者へは個別通知済みです。通知が届いてい
ない方は各保健センターまでお問い合わせください。
○三種混合
対生後３か月～７歳６か月未満
内初回…３回接種（間隔は20～56日で接種）
　追加…１回接種（初回３回目を接種した日から１年～
　　　　１年６か月の間に接種）
※三種混合予防接種は接種間隔を必ず守って受けてくだ
さい。秩父保健センター（集団）でも受けられます。
■言語リハビリ教室
日・場１月20日㈭、２月17日㈭（秩父保健センター）、
１月25日㈫、２月22日㈫（吉田保健センター）、１月31
日㈪、２月28日㈪（荒川保健センター）
13：30～15：30　詳各保健センターへお問い合わせ
対40歳以上で「話す｣・｢読む｣・｢書く｣・｢聴いて理解する｣
ことでお困りの方とその家族
■ことばの相談　※予約制・個別相談
日・場１月14日㈮、２月４日㈮（吉田保健センター）、

２月17日㈭（荒川保健センター）
対言葉の発達、発音などに心配のあるお子さんと保護者
申各保健センターへ☎にて
※詳しい時間は予約時にお知らせします。

秩父保健センター ☎22－0648
※駐車場が満車の場合は第２駐車場をご利用ください。
■乳幼児健診　13：00～13：45受付

日２月３日㈭　内３歳児健診（H19.10月生）

　２月15日㈫　　４か月児健診（H22.９月生）

　２月16日㈬　　１歳６か月児健診（H21.７月生）

　２月22日㈫　　10か月児健診（H22.４月生）

持母子健康手帳、健診アンケート
■育児相談
日２月４日㈮９：30～10：30受付
内育児相談、身長・体重測定、
　赤ちゃん体操
■予防接種
持母子健康手帳、予診票、
　必要に応じて診断書
○三種混合
日１月11日㈫、２月７日㈪、
　３月１日㈫13：30～14：30受付
対生後３か月～７歳６か月未満
○ＢＣＧ
日１月21日㈮、２月21日㈪、３月14日㈪13：30～14：30受付
対生後３か月～６か月未満(３か月間)
※接種期間の３か月間に受けられない場合はお問い合わ
せください。

■健康相談
日２月17日㈭９：30～10：30受付
内健康相談、血圧測定、健診結果についての相談等
持健康手帳
申前日までに秩父保健センターへ☎または窓口にて
■愛の献血にご協力を

※急な変更もありますので事前に確認をお願いします。

とき 実施時間 ところ（主催団体）

１月17日㈪
10：00～12：00
13：00～16：00

秩父市役所
(秩父市献血推進協議会)

１月19日㈬

９：30～12：00 秩父消防本部

14：00～16：00
荒川農村環境改善センター
(秩父市献血推進協議会)

１月21日㈮ 13：30～16：00 介護老人保健施設うらら

１月30日㈰
10：00～12：00
13：00～16：00

ウニクス秩父

２月10日㈭
10：00～12：00
13：00～16：00

秩父神社参集殿
（秩父中央ライオンズクラブ）

２月15日㈫ 13：30～16：00 秩父中央病院
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P.24「くらしのカレンダー」および冊子「平成22年度 秩父市健康カレンダー」もご活用ください。



平日夜間窓口
午後５時15分
　～７時15分

最終日曜日窓口
８時30分～正午
午後１時～５時15分

休日窓口
８時30分～正午
午後１時～５時15分

市民課・保険年金課・こども課・収納課 １階総合窓口
①戸籍の届書の預かり
② 戸籍謄本、住民票の写し、所得課税証明書等の発行
③転入、転出・転居届等の受付
④印鑑登録および印鑑証明書の発行
⑤納税と納税相談の受付
⑥ 国民健康保険、国民年金、高齢者医療等に関する業務
⑦ 保育所、子ども手当、子育て支援等に関する業務
⑧ パスポート（旅券）交付業務（最終日曜窓口では
午前９時～正午・午後１時～４時30分）

①戸籍の届書の預かり
② 住民票の写し、印鑑
証明書や所得課税証
明書などの発行

③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※ 上記の業務以外行い
ません。

本庁舎　夜間・最終日曜日・休日窓口のご案内 保健センターの催し・健診など（１段目）

市民生活課の無料相談（２段目）

 図書館休館日（最下段）

■ P.22、23「保健センターだより」、平成22年３月に配布
した「秩父市健康カレンダー」もご覧ください。

秩父本庁舎　吉田吉田支所　大滝大滝支所　荒川荒川支所
※秩父市役所は３階相談室にて実施します。
●消費生活相談（多重債務）
日毎週月・火・水・金曜（９～ 16時）　場本庁舎３階相談室
問市民生活課☎２５－５２００
■その他の相談は、P.21「無料相談室」をご覧ください。

秩父 秩父図書館　吉田 吉田分館　大滝 大滝分館　荒川 荒川図書館
■P.21「図書館だより」もご覧ください。

日 月 火 水 木 金 土

１月の納税 問収納課☎22-2210

納期限

1/31㈪
●市・県民税　第４期分
●国民健康保険税　第７期分

納期限内の納付にご協力をお願いします。
口座振替をご利用の方は、納期限の日に振り替えます
ので預貯金の残高をご確認ください。

※休日窓口をご利用の際は、本庁舎１階の市民会館側にある通用口をご利用ください。

1 9 10  成人の日 11 12  13  平日夜間窓口 14  15  
休日窓口 休日窓口 秩父 三種混合予防接種

吉田 育児・健康相談
荒川 健康相談 秩父 歯みがき教室 秩父 健康相談

吉田 ことばの相談
休日窓口

秩父市
成人式 秩父 公証相談

秩父 行政手続相談
秩父 人権相談

秩父 市民相談
吉田 法律相談（要予約）

秩父 労務・年金相談

休館：大滝 休館：荒川 吉田 大滝 休館：秩父 休館：大滝

16 17  18  19  20  21  22  
休日窓口 秩父 両親学級① 秩父 ４か月児健診 秩父 １歳６か月児健診 秩父 言語リハビリ教室 秩父 ＢＣＧ予防接種

吉田 １歳６か月・３歳児健診
休日窓口

秩父 税務相談
吉田 荒川 行政相談

秩父 土地建物相談 秩父 登記相談 秩父 法律相談（要予約）

休館：大滝 休館：秩父 荒川 吉田 休館：大滝

23 24  25  26  27  平日夜間窓口 28  29  
休日窓口

秩父 両親学級②

吉田 言語リハビリ教室
秩父 10か月児健診

荒川 ４か月・10か月児健診
荒川 ＢＣＧ予防接種

秩父 両親学級③ 休日窓口

秩父 大滝 行政相談
秩父 女性相談
秩父 公証相談

秩父 人権相談
秩父 市民相談
秩父 暴力についての相談

休館：大滝 休館：秩父 荒川 吉田 休館：秩父 休館：大滝

30 31  2 1 2  3  4  5  
最終日曜日
窓　口

荒川 言語リハビリ教室 吉田 育児・健康相談 秩父 ３歳児健診 秩父 育児相談
吉田 ことばの相談

休日窓口

秩父 法律相談（要予約） 秩父 労務・年金相談

休館：大滝 休館：秩父 荒川 吉田 休館：大滝

6 7  8  9  10  平日夜間窓口 11  建国記念の日 12  
休日窓口 秩父 三種混合予防接種

荒川 育児相談
荒川 健康相談 吉田 歯みがき教室 休日窓口 休日窓口

秩父 税務相談
吉田 行政相談

秩父 行政手続相談
秩父 公証相談

秩父 人権相談
秩父 市民相談
荒川 法律相談（要予約）

休館：大滝 休館：秩父 荒川 吉田 休館：吉田 大滝 休館：大滝

13 14  15  16  17  18  19  
休日窓口 秩父 ４か月児健診 秩父 １歳６か月児健診 秩父 健康相談

秩父 言語リハビリ教室
荒川 ことばの相談

秩父 法律相談（要予約）

吉田 ４か月・10か月児健診
吉田 ＢＣＧ予防接種

休日窓口

荒川 行政相談 秩父 土地建物相談 秩父 登記相談

休館：大滝 休館：秩父 荒川 吉田 休館：大滝
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くらしのカレンダー

１/9㈰～2/19㈯

「まちのわだい」は、P.15「ちちぶトピックス」にリニューアルしました。ぜひご覧ください!!


